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町
で
は
平
成
十
六
年
十
月
か

ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
安
全
な
ま
ち
を
作

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
防
犯

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
制
度
を
作
り

ま
し
た
。
今
年
の
広
報
さ
む
か

わ
五
月
号
か
ら
は
、
皆
さ
ん
に

防
犯
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
お

う
と
「
ナ
ベ
さ
ん
の
防
犯
指

南
」
と
題
し
て
コ
ラ
ム
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
い
つ
も
の
防
犯
指
南

の
コ
ー
ナ
ー
を
飛
び
出
し
、
ど

こ
に
も
負
け
な
い
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
に
す
る
た
め
、

ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
気
を
つ
け
て
も

ら
い
た
い
こ
と
に
つ
い
て
防
犯

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
渡
辺
さ
ん
に

聞
い
て
み
ま
し
た
。

Ｑ　

防
犯
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
町
内
の
治
安
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

刑
法
犯
の
発
生
件
数
は
全

国
的
に
減
少
傾
向
で
す
。
町

内
の
刑
法
犯
も
平
成
十
六
年
に

千
百
四
十
八
件
あ
り
ま
し
た
が
、

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
寒
川
町
と
人
口
が

小学生の下校時に、子どもたちを見守っています（町立小谷小学校）

寒
川
を
ど
こ
に
も
負
け
な
い
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
し
よ
う

　

こ
れ
ま
で
、
犯
罪
被
害
に
関
す
る
こ
と
や
交

通
安
全
対
策
に
関
す
る
相
談
を
多
く
受
け
て
き

ま
し
た
。
最
近
で
は
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
家

庭
内
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
も
あ
り
ま
す
。

　

何
か
困
っ
た
こ
と
や
心
配
な
こ
と
が
あ
っ
た

ら
一
人
で
苦
し
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
解

決
の
糸
口
を
一
緒
に
探
し
ま
し
ょ
う
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

町防犯アドバイザー

渡辺孝信
　神奈川県警察を退職後、平成
16年10月から町防犯アドバイ
ザーとして在職（防災安全課所属）
　県警42年間在職中は、さまざ
まな事件現場を経験。子どもたち
を見守る温かいまなざしと、犯罪
を憎む厳しい目で町の防犯、交通
安全対策を行っている。
「町内をくまなくパトロールして
います。安心して暮らせる町にす
るため、感じたことをお話しま
す」

「とまろうね　きけんがいっぱい　まがりかど」 
～平成19年度交通安全標語コンクール最優秀作品より～

同
規
模
の
市
な
ど
と
比
較
し
て

み
る
と
、
ひ
っ
た
く
り
や
自
動

車
盗
、
自
転
車
盗
と
い
っ
た
身

近
な
街
頭
犯
罪
は
多
い
、
と
い

う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
自
転
車
盗
が
非
常
に
多

く
、
茅
ヶ
崎
警
察
署
で
盗
難

対
策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

る
よ
う
で
す
。
「
自
転
車
ぐ
ら

い
」
と
い
っ
た
意
識
が
町
全
体

に
広
が
っ
て
い
く
と
、
ほ
か
の

犯
罪
を
誘
発
す
る
温
床
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
盗
難
に
遭
わ

な
い
環
境
づ
く
り
や
、
犯
罪
を

起
こ
す
チ
ャ
ン
ス
を
作
ら
な
い
。

例
え
ば
鍵
を
二
つ
取
り
付
け
る

ツ
ー
ロ
ッ
ク
作
戦
や
駐
車
場
を

明
る
く
す
る
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の

犯
罪
対
策
を
地
域
全
体
で
盛
り

上
げ
実
行
に
移
す
こ
と
が
安
心
、

安
全
な
町
に
す
る
第
一
歩
だ
と

思
い
ま
す
。
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「みんなの目　みんなの声かけ　町のかぎ」 
～平成19年度防犯標語コンクール最優秀作品より～

ナ
ベ
さ
ん
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス

　

空
き
巣
編

Ｑ
空
き
巣
が
多
い
そ
う
で
す
が

ど
ん
な
と
こ
ろ
に
気
を
つ
け
た

ら
い
い
で
す
か
。

Ａ
窓
か
ら
の
侵
入
を
防
止
す
る

た
め
の
面
格
子
が
つ
い
て
い
な

い
家
が
あ
り
ま
す
。
窓
か
ら
侵

入
さ
れ
な
い
よ
う
補
助
鍵
を
つ

け
、
面
格
子
を
し
っ
か
り
つ
け

ま
し
ょ
う
。

Ｑ
狙
わ
れ
や
す
い
家
の
特
徴
は

あ
り
ま
す
か
。

Ａ
垣
根
が
覆
い
茂
り
、
外
か
ら

家
の
中
が
見
え
な
い
見
通
し
の

悪
い
家
が
あ
り
ま
す
。
ド
ロ
ボ
ー

に
と
っ
て
は
、
好
都
合
で
す
の

で
外
か
ら
も
中
か
ら
も
見
通
し

の
良
い
環
境
に
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
そ
の
ほ
か
に
気
を
つ
け
た
方

が
良
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
家
の
周
り
に
ハ
シ
ゴ
を
置
い

て
あ
る
家
が
あ
り
ま
す
。
二
階

へ
の
侵
入
道
具
に
な
る
の
で
す

ぐ
に
は
使
え
な
い
よ
う
固
定
し

ま
し
ょ
う
。

　

家
の
周
囲
が
暗
い
と
こ
ろ
が

多
い
で
す
。
明
る
く
し
ま
し
ょ

う
。
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
が
お
す

す
め
で
す
。

　

子
ど
も
の
安
全
編

Ｑ
子
ど
も
が
関
係
す
る
事
件
が

多
い
で
す
が
、
寒
川
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

Ａ
寒
川
は
大
丈
夫
と
は
言
い
切

れ
ま
せ
ん
。
二
年
前
の
栃
木

県
そ
し
て
今
年
十
月
兵
庫
県
で

女
子
児
童
が
殺
害
さ
れ
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
ニ
ュ
ー
ス
で
事
件
の

現
場
を
見
る
と
寒
川
の
町
と
何

ら
変
わ
ら
な
い
生
活
環
境
で
す
。

そ
し
て
町
内
で
も
性
的
変
質
者

が
出
た
り
、
子
ど
も
に
い
た
ず

ら
し
た
り
と
い
う
事
件
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
目
で
子
ど

も
の
安
全
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

交
通
事
故
編

Ｑ
交
通
事
故
が
多
い
よ
う
で
す

が
、
ど
ん
な
こ
と
に
注
意
し
た

ら
良
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
大
人
も
子
ど
も
も
自
転
車
の

無
灯
火
が
非
常
に
多
い
で
す
。

暗
く
な
る
と
無
灯
火
の
自
転
車

は
危
険
で
す
。
無
灯
火
は
、
相

手
か
ら
の
発
見
が
遅
く
な
り
一

瞬
で
重
大
事
故
に
発
展
し
ま

す
。
自
分
の
自
転
車
は
も
ち
ろ

ん
、
子
ど
も
の
自
転
車
に
も
ラ

イ
ト
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
歩
行
者
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
い

で
す
。
自
宅
周
辺
の
散
歩
、
通

院
、
買
い
物
等
の
道
路
横
断
中

の
死
者
の
六
割
が
高
齢
者
で
す
。

　

い
つ
も
通
っ
て
い
る
か
ら
と

油
断
せ
ず
に
「
見
る
、
待
つ
、

止
ま
る
、
確
か
め
る
」
と
い
う

意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
道
路
や
交
差
点
に
、
庭

木
や
垣
根
あ
る
い
は
草
等
が

せ
り
出
し
、
道
路
を
非
常
に
狭

く
し
て
い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

年
末
の
大
掃
除
や
町
内
会
の
掃

除
の
時
に
剪せ
ん

定て
い

し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
末
編

Ｑ
年
末
に
気
を
つ
け
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

Ａ
十
二
月
は
慌
た
だ
し
い
時
期

で
す
が
気
を
抜
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。
詐
欺
、
ひ
っ
た
く
り
や

金
融
機
関
・
深
夜
ス
ー
パ
ー
に

対
す
る
強
盗
が
増
え
ま
す
。

　

ま
た
年
末
年
始
に
留
守
宅
が

増
え
る
こ
と
に
伴
い
空
き
巣
も

多
く
発
生
し
ま
す
。

　

特
に
女
性
は
帰
宅
時
、
周
囲

の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
か
か
っ
て
き
た
電
話
の

内
容
が
お
か
し
い
な
？
と
思
っ

た
ら
必
ず
相
手
を
確
認
し
て
、

詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

Ｑ
最
後
に
皆
さ
ん
に
伝
え

た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
今
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る

寒
川
町
を
犯
罪
や
事
故
か

ら
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

そ
れ
に
は
、
こ
の
町
の
恩

恵
を
受
け
る
皆
さ
ん
が
、
犯

罪
の
現
実
に
目
を
そ
む
け

る
事
な
く
「
こ
の
町
を
ど
こ

に
も
負
け
な
い
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
す

る
ん
だ
」
と
い
う
防
犯
や
交

通
安
全
意
識
を
ぜ
ひ
持
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
皆
さ
ん
の
そ

の
思
い
を
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

防
災
安
全
課 

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
２
５
１
FAX

（
７
４
）９
１
４
１
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　　　　地方特例交付金　8,200万円（70.4％）
　　　使用料及び手数料　１億1,213万円（56.3％）
　　地方譲与税　１億2,800万円（29.0％）
　分担金及び負担金　１億3,636万円（41.8％）
自動車取得税交付金　１億4,300万円（27.0％）

収入済割合（％）

歳入総額
142億8,860万円
（51.0％）

現計予算

その他　１億2,959万円（25.2％）
　地方交付税　5,000万円（0.0％）
　利子割交付金　3,000万円（34.0％）
　配当割交付金　2,100万円（68.5％）
　株式等譲渡所得割交付金　1,700万円（0.0％）
　交通安全対策特別交付金　1,100万円（61.7％）
　寄附金　59万円（212.6％）

財産収入　5,040万円（74.9％）

町税
91億7,940万円
（59.1％）

町債
13億400万円
（0.0％）

県支出金　５億5,824万円（43.2%）
地方消費税交付金　５億円（60.3%）
繰入金　４億2,153万円（0.0％）
諸収入　３億9,723万円（19.6％）

繰越金
２億8,902万円（275.6％）

国庫支出金
８億5,770万円
（13.0%）

　

町
で
は
そ
の
年
度
の
財
政
運
営
状
況
を
皆
さ
ん
に
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
今
年

四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
上
半
期
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
度
の
当
初
予
算
額
は
、
百
四
十
二
億
五
千
二
百
万
円
で
し
た
が
、
そ
の

後
三
千
六
百
六
十
万
円
を
補
正
し
、
九
月
三
十
日
現
在
で
、
百
四
十
二
億
八
千
八
百
六

十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
補
正
内
容
は
、
更
生
医
療
等
の
給
付
事
業
費
の
追
加
（
民
生
費
）
、
文
化
財
保

護
事
業
費
の
追
加
（
教
育
費
）
な
ど
で
す
。

　

歳
入
と
は
、
一
般
家
庭
で
い
う

収
入
の
こ
と
で
す
。

　

一
年
間
毎
月
同
じ
ペ
ー
ス
で
歳

入
が
あ
る
と
支
出
の
計
画
が
立
て

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
半
年
で

予
算
額
の
五
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
の

収
入
済
割
合
で
し
た
の
で
、
ほ
ぼ

予
定
ど
お
り
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
が

約
五
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
収
入
済

割
合
で
健
全
な
財
政
運
営
と
い
え

ま
す
。

一般会計

区　分 当初予算 補正額 現計予算 収入済額 支出済額

一般会計 142億5,200万円 3,660万円 142億8,860万円 72億8,113万円 57億9,603万円

町有財産の状況
（平成１９年９月３０日現在）

現金、有価証券、積立金
　３,４１８,０９０千円

土　地
　３８８,１７３㎡

家　屋
　１１５,０２６㎡

平成19年度上半期　財政運営状況
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歳
出
と
は
、
一
般
家
庭
で
い
う

支
出
の
こ
と
で
す
。

　

四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
半
年
を

過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
約
四
十
パ
ー
セ

ン
ト
の
執
行
割
合
の
事
業
が
多
く

な
っ
て
お
り
、
突
発
的
な
支
出
も

少
な
く
計
画
ど
お
り
の
支
出
と
い

え
ま
す
。

　

執
行
割
合
が
高
い
労
働
費
に
つ

い
て
は
、
勤
労
者
福
利
資
金
預
託

事
業
が
そ
の
大
半
を
占
め
て
お
り

預
託
先
へ
年
間
分
を
年
度
当
初
に

支
出
す
る
た
め
九
十
一
パ
ー
セ
ン

ト
と
い
う
支
出
済
割
合
に
な
っ
て

い
ま
す
。

町債の状況
　平成19年９月30日現在の町債現在高
は、21,715,174千円です。その目的別
内訳は、次のとおりです。
※数値については単位未満を四捨五入している
ため、合計額などは一致しない場合があります。
[費目別]

現在高 構成比 住民一人あ
たり負担額

千円 ％ 円

一
般
会
計

総務債 19,523 0.1 410

民生債 48,452 0.2 1,018

衛生債 101,297 0.5 2,129

土木債 5,312,930 24.5 111,647

消防債 171,397 0.8 3,602

教育債 2,192,547 10.1 46,074

減税補てん債 1,577,940 7.3 33,159

臨時税収補てん債 218,571 1.0 4,593

臨時財政対策債 2,347,815 10.8 49,337

小　計 11,990,472 55.2 251,969

特
別
会
計

下水道債 9,668,128 44.5 203,167

介護保険債 56,574 0.3 1,189

小　計 9,724,702 44.8 204,356

合　計 21,715,174 100.0 456,326

（平成19年10月１日現在の人口47,587人で計算）

特別会計
区　分 当初予算 補正額 現計予算 収入済額 支出済額

国民健康保険事業 50億9,647万円 0万円 50億9,647万円 22億553万円 20億8,535万円

老人保健事業 22億7,301万円 0万円 22億7,301万円 9億6,730万円 9億3,030万円

下水道事業 17億9,409万円 5,743万円 18億5,152万円 7億6,377万円 6億377万円

介護保険事業 18億6,028万円 0万円 18億6,028万円 7億9,464万円 6億8,470万円

合　　計 110億2,385万円 5,743万円 110億8,128万円 47億3,124万円 43億412万円

一般会計（４月１日～９月30日）

消防費　６億1,052万円（45.1％）
議会費　２億1,108万円（49.9％）
商工費　１億8,553万円（61.1％）
労働費　１億6,691万円（91.1％）
農林水産業費　１億3,468万円（34.1％）
予備費　１億993万円（0.0％）

支出済割合（％）

歳出総額
142億8,860万円
（40.6％）

土木費
33億3,974万円
（37.3％）

民生費
32億9,166万円
（42.9％）

総務費
17億2,951万円
（43.6％）

教育費
17億1,642万円
（39.5％）

衛生費
15億1,664万円
（45.7％）

公債費
12億7,598万円
（25.0％） 現計予算

平成19年度上半期　財政運営状況
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平
成
十
九
年
寒
川
町
議
会
第
三
回
定
例
会
に
お
い
て
平
成
十
八
年

度
決
算
の
報
告
を
行
い
、
審
査
の
結
果
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

特別会計
区　分 歳入決算額 前年対比伸率（％） 歳出決算額 前年対比伸率（％）

国民健康保険事業 47億1,680万円 7.5 45億5,266万円 4.0

老人保健事業 22億1,565万円 △1.8 22億2,189万円 △1.9

下水道事業 16億1,560万円 0.9 15億7,734万円 △0.8

介護保険事業 17億3,995万円 2.2 16億3,534万円 1.7

合　　計 102億8,800万円 3.4 99億8,723万円 1.5
※下水道事業は、昭和56～58年度に借り入れした分の高金利対策借換債（440万円）を除いた数値です。

〔特別会計決算の主な減額理由〕
　平成18年度の老人保健事業の歳入・歳出が減になったのは、歳出の医療諸費（老人保健対象者が医療機
関を受診した時の費用など）が1,214万円減（対前年比0.6％減）したことにより、その費用に対して交付
される歳入の支払基金交付金などが3,801万円減（対前年比2.9％減）になったためです。

　

平
成
十
八
年
度
の
一
般
会
計

決
算
額
は
、
歳
入
百
五
十
二
億

六
千
百
七
十
六
万
円
、
歳
出
百

四
十
三
億
四
千
九
百
四
十
五
万

円
で
す
。
前
年
と
比
べ
る
と
歳

入
は
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
七

千
七
百
四
十
四
万
円
）
、
歳
出

は
一
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
（
一
億

七
千
二
百
九
十
五
万
円
）
の
減

額
で
す
。

歳
入
の
ポ
イ
ン
ト

　

歳
入
で
よ
く
使
わ
れ
る
の
が
、

自
主
財
源
と
依
存
財
源
で
す
。

依
存
財
源
は
国
庫
支
出
金
、
県

支
出
金
な
ど
国
や
県
か
ら
入
る

財
源
で
、
町
の
裁
量
が
制
限
さ

れ
て
い
る
財
源
で
す
。
自
主
財

源
は
、
町
民
税
の
よ
う
に
町
が

自
主
的
に
調
達
で
き
る
お
金
の

こ
と
で
す
。
こ
の
自
主
財
源
の

比
率
が
大
き
い
ほ
ど
行
政
活
動

の
自
主
性
と
安
全
性
が
高
い
と

い
え
ま
す
。

平成18年度　決算報告書

　　繰越金　８億1,679万円（5.3％）
　繰入金　６億494万円（4.0％）
諸収入　３億9,277万円（2.6％）

自主財源（71.5％）
依存財源（28.5％）

（　）内は構成比

町税内訳

その他　３億877万円（2.0％）
　分担金及び負担金　１億3,040万円
　使用料及び手数料　１億1,543万円
　財産収入　5,904万円
　寄附金　390万円

その他　９億8,816万円（6.5%）
　地方譲与税　４億9,464万円
　地方特例交付金　２億3,777万円
　自動車取得税交付金　１億4,063万円
　地方交付税　3,439万円
　配当割交付金　2,456万円
　株式等譲渡所得割交付金　2,406万円
　利子割交付金　1,983万円
　交通安全対策特別交付金　1,228万円

歳入総額
152億6,176万円

町税
87億8,428万円
（57.5％）

町債
13億1,040万円
（8.6％）

県支出金
５億588万円（3.3%）

地方消費税交付金
５億2,180万円
（3.4%）

国庫支出金
10億2,797万円
（6.7%）

固定資産税
43億1,199万円
（49.1％）

都市計画税
４億8,099万円（5.5％）

町たばこ税
３億4,611万円（3.9％）

軽自動車税
5,063万円（0.6％）

町民税
35億9,456万円
（40.9％）
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歳
出
の
ポ
イ
ン
ト

　

歳
出
は
、
総
務
費
、
教
育
費

な
ど
が
前
年
度
と
比
べ
て
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

執
行
し
た
主
な
事
業
は
、
寒

川
駅
土
地
区
画
整
理
事
業
費
十

八
億
五
千
五
百
六
十
八
万
円
、

児
童
手
当
等
支
給
事
業
費
三
億

五
百
二
十
一
万
円
、
小
児
医
療

費
助
成
事
業
費
一
億
四
百
四
十

七
万
円
、
中
学
校
施
設
改
修
事

業
費
八
千
九
百
二
十
一
万
円
、

総
合
図
書
館
購
入
事
業
費
一
億

九
千
九
百
二
十
四
万
円
な
ど
で

す
。

町民１人あたりの歳出額

３０２,５７１円
（平成19年４月１日現在の人口47,425人で計算）

土木費
（道路整備費など）
７５,９３５円

民生費
（老人福祉、児童福祉経費など）
６４,４９２円

総務費
（庁舎維持管理経費など）
４１,５２８円

教育費
（学校施設改修事業費など）
３６,６７１円

衛生費
（ごみ処理経費など）
３０,０３８円

公債費
（借入金の返済）
２７,０５４円

消防費
（消防車両等整備経費など）
１３,０５８円

議会費
（議会運営費など）
４,３２３円

労働費
（勤労者福祉事業経費など）

３,４９０円

商工費
（商工業振興対策等経費など）

３,４８５円

農林水産業費
（農道等整備費など）
２,４９６円

経常収支比率（%）
　地方公共団体の財政構造の弾力性を判断するための指標。人件費、扶助費、公
債費のように毎年度経常的に支出される経費（経常的経費）に充当された一般
財源の額が地方税、普通交付税のように使途が特定されていない、毎年度経常的
に収入される一般財源（経常一般財源）、減税補てん債および臨時財政対策債の
合計額に占める割合。比率が高いほど財政構造の硬直化が進んでいることを表す。
おおむね70～80％程度が妥当とされている。

普通会計
　各地方自治体のさまざまな会
計を自治体間の比較を可能とす
るために全国共通のルールに基
づき、総合的に区分した統計上
の会計区分。
公債費負担比率（%）
　地方債の償還経費である公債
費に充当された一般財源の割合。
一般的にはその率が高いほど財
政運営の硬直性の高まりを示す。
財政運営上15%が警戒ライン、
20%が危険ラインとされる。
起債制限比率（%）
（地方債許可制限比率）
　地方債の許可制限に係る指標
として、地方債許可方針に規定
されていて、20%を超えると地
方債の発行が制限される。
※地方債は地方公共団体が一会
計年度を超えて行う借り入れを
いう。

平成18年度　普通会計決算近隣自治体の主な財政指標等の比較

市 町 名 経常収支比率
（%）

公債費負担
比率（%）

起債制限比率
（%）

地方債現在高
（百万円）

寒 川 町 87.4 10.4 7.2 12,355

茅ヶ崎市 90.3 13.6 9.8 48,291

藤 沢 市 81.9 9.5 7.1 89,212

大 磯 町 83.2 12.5 8.7 8,396

※県企画部市町村課「平成18年度市町村普通会計決算（見込）の概要」よ
りデータ抽出して作成。

町の財政状況はどんな状態にあるのでしょう。主な財政指標等でみてみました。

平成18年度　決算報告書
一般会計

土木費
36億123万円
（25.1％）

民生費
30億5,855万円
（21.3％）総務費

19億6,946万円
（13.7％）

教育費
17億3,912万円
（12.1％）

衛生費
14億2,455万円
（9.9％）

公債費
12億8,303万円
（9.0％）

消防費　６億1,927万円（4.3％）
議会費　２億504万円（1.4％）
労働費　１億6,552万円（1.2％）
商工費　１億6,530万円（1.2％）
農林水産業費　１億1,838万円（0.8％）

歳出総額
143億4,945万円

（　）内は構成比
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　バランスシートは、企
業会計でいう貸借対照表
です。町民の皆さんが利
用する施設や、町が持っ
ている現金などの財産の
年度末における状況と、
その財産を形成するのに、どこから資金を調達した
かの状況を総合的に対照表示したものです。左側（借
方）は、町の資産形成状況を目的別に示している「資
金の使途」で、右側（貸方）は、その資産形成のために
使用した財源を示している「資金の源泉」になります。

　平成19年３月31日現
在における町の資産は約
563億３千万円で、負債
は約170億４千万円です。
資産から負債を差し引
いた正味資産は、約392

億９千万円です。資産に対する負債の比率は30.2
パーセントで、町民一人当たりで見る資産は約119
万円、負債は約36万円、正味資産は約83万円とな
ります。

平成18年度の　　　　
町のバランスシートを
　　　　作成しました

借　　方 単位：百万円 貸　　方 単位：百万円

[資産の部]（町が保有している資産）

＊

[ 負債の部 ]（町が負っている債務）
１．有形固定資産（土地や建物など） 52,982 （1,117,183） １．固定負債 16,078 （339,014）
（1）総務費（庁舎、分庁舎など） 1,564 （32,969） （1年を超えて返済するもの）
（2）民生費（福祉活動センター、保育園など） 823 （17,358） （1）地方債（借入金） 11,395 （240,275） 
（3）衛生費（美化センターなど） 3,010 （63,467） （2）債務負担行為 1,887 （39,793）
（4）労働費 0 （0） 　　①物件の購入等 1,887 （39,793） 
（5）農林水産業費（農道など） 453 （9,553） 　　②債務保証又は損失補償 0 （0）
（6）商工費（商工振興施設など） 3 （64） （3）退職給与引当金 2,795 （58,945）
（7）土木費（道路、橋、公園など） 27,830 （586,830） ２．流動負債 960 （20,232）
（8）消防費（消防庁舎、消防車両など） 1,480 （31,213） （1年以内に返済するもの）
（9）教育費（学校、公民館、スポーツ施設など） 16,408 （345,978） （1）翌年度償還予定額 960 （20,232）
（10）その他 1,411 （29,752） （2）翌年度繰上充用金 0 （0）
[うち土地] ［22,286］ （469,922） 負債合計 17,037 （359,246）
２．投資等 1,404 （29,595） [正味資産の部]
（1）投資及び出資金 65 （1,371） （資産から負債を差し引いたもの）
（2）貸付金 4 （77） １．国庫支出金 4,842 （102,100）
（3）基金 1,057 （22,288） （国からの補助金など）
　　①特定目的基金 564 （11,889） ２．都道府県支出金 1,200 （25,311）
　　②土地開発基金 482 （10,156） （県からの補助金など）
　　③定額運用基金 11 （242） ３．一般財源等（町税など） 33,248 （701,070）
（4）退職手当組合積立金 278 （5,860） 正味資産合計 39,291 （828,481）
３．流動資産（現金・預金・未収金） 1,942 （40,948） 負債・正味資産合計 56,328 （1,187,727）
（1）現金・預金 1,522 （32,092）
（寒川町名義の保有金額）

※債務負担行為に係る補償等
　①物件の購入等に係るもの　　　　　　　０百万円
　②債務保証および損失補償に係るもの　　０百万円
　③利子補給等に係るもの　　　　　　　　０百万円
注＊（　）内は町民１人あたりの金額です。（単位：円）
平成19年４月１日現在の人口47,425人で計算。
数値については単位未満を四捨五入しているため合計金額な
どが一致しない場合があります。
このバランスシートは、総務省が公表した「地方公共団体の
総合的な財政分析に関する調査研究会」に示された方法によ
り作成しています。

　　①財政調整基金 564 （11,885）
　　②減債基金 46 （970）
　　③歳計現金 912 （19,237）
（2）未収金 420 （8,856）
（年度末で収入されていない町税など）
　　①地方税 402 （8,481）
　　②その他 18 （375）

資産合計 56,328 （1,187,727）

資 産
563億2,793万円
*（1,187,727円）

－
負 債

170億3,724万円
（359,246円）

＝
正味資産

392億9,070万円 
（828,481円）
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　さまざまな指標からバランスシートを見てみると、町の財政
状況を知ることができます。ここでは昨年度との比較と３つの
指標について見てみました。

○資産、負債、正味資産の平成１８年度と平成１７年度との比較　（単位：百万円）
※数値については単位未満を四捨五入しているため合計金額などが一致しない場合があります。

区　　　　分 平成１８年度末 平成１７年度末 増減額

資　

産

有形固定資産 52,982 51,772 1,210

投資等 1,404 1,416 △12

流動資産 1,942 2,120 △178

資産計 56,328 55,309 1,019

負　

債

固定負債 16,078 13,500 2,578 

流動負債 960 978 △18

負債計 17,037 14,478 2,559 

正味資産計
（資産計－負債計）

39,291 40,831 △1,540

○社会資本形成の世代間負担比率
　道路や公園といった社会資本の整備の結果が有形固定資産として表されます。これに対する正味資

産の割合でこれまでの世代が社会資本整備をどれだけ負担してきたかを見ることができます。

　道路や公園などは整備をした時だけではなく、後世代まで長期にわたって利用されます。そのため

に世代間での負担公平の観点からは必ずしも社会資本負担比率が高い方がよいとは言えません。しか

し将来世代への負担を考えると、これまでの世代による社会資本負担比率が高い方が今後の負担が少

ない分財政上安定性が高いと判断されます。

（これまでの世代による）社会資本負担比率（％）

正味資産合計
＝

39,291百万円
× １００ ＝ ７４.２％(前年度７８.９％）

有形固定資産合計 52,982百万円

○正味資産比率
　企業会計でいう自己資本比率に相当し、資産の取得に充てた地方債など負債以外の自主財源等の割

合をいいます。この指標が１００％に近ければ近いほど負債が少ないことを示していて、正味資産比

率が高い方が財政状態が健全であるといえます。

正味資産合計
＝

39,291百万円
× １００ ＝ ６９.８％(前年度７３.８％）

負債＋正味資産合計 56,328百万円

○流動比率
  翌年度支払わなければならない地方債などに対し、現在所有する現金預貯金等がどのくらいあるか

短期的な返済能力をみるものです。この数値の理想として１００％以上が望ましいとされています。

流動資産 
＝

1,942百万円
× １００ ＝ ２０２.３％(前年度２１６.８％）

流動負債 960百万円

バランスシート
こんなところを
見てみよう



広報さむかわ　2007. 12. 10

（４）特殊勤務手当（平成19年４月１日現在）
支給実績（平成18年度決算） 4,851千円

支給職員１人当たり平均支給年額（平成18年度決算） 55,121円
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成18年度） 23.8％

手当の種類 12種類

手当の名称 主な支給対象職員 支給区分 左記職員に対
する支給単価

税務手当 出張して町税の賦課に関する
調査または検査に従事した職員 日　額 250円

徴収手当

出張して町税、国民健康保険
料、介護保険料、保育料、清
掃手数料または下水道使用料
の滞納整理または処分に従事
した職員

日　額 250円
滞納整理
１件 10円

差押処分
１件

動　産　500円
その他　300円

公売執行
１件

動　産　500円
その他　300円

感染症接触手当

感染症患者の救護、家屋等の
消毒または病毒汚染物の処理
作業に従事した職員

日　額 500円

感染症家畜またはその疑いの
ある家畜の防疫業務に従事し
た職員

日　額 500円

有害毒薬物取扱手
当

衛生または農業関係において
人体に有害なまたは特に危険
性を有する毒薬物を取り扱う
業務に従事した職員

日　額 500円

行旅死亡人及び変
死人取扱手当

行旅死亡人または変死人を取
り扱う業務に従事した職員 １件 4,000円

死畜処理手当 犬猫等の死体の処理に従事し
た職員 １件 300円

自動車運転手当
大型もしくは大型特殊自動車
の運転またはダンプ操作に従
事した自動車運転手

日　額 大・大特　　300円
ダンプ操作　300円

清掃作業手当

常時し尿の処理作業に従事し
た職員 月　額 3,000円

美化センターの投入そうまた
は貯留そうの清掃作業に従事
した職員

内部作業１回 1,000円

外部作業１回 500円

用排水路等のじん芥処理に従
事した職員 日　額 500円

救急業務手当

救急車による救護作業に従事
した消防職員 日　額 500円

救急救命士法第44条に規定す
る救急救命措置に従事した救
急救命士の資格を有する消防
職員

出動１回 510円

夜間特殊業務手当

寒川町消防職員服務規程第4
条第2号の規定により消防業
務に従事した消防職員

１夜 900円

午前8時30分から翌日の午前8
時30分まで美化センターにお
いてし尿処理業務に従事した
職員

１夜 1,700円

生活訓練手当
心身障害児の生活訓練の指導
に従事した健康福祉部福祉課
に属する専任職員

月　額 3,000円

危険作業手当 現場作業または高所作業に従
事した職員 日　額 500円

（５）時間外勤務手当
支給実績（平成18年度決算） 87,230千円
職員１人当たり平均支給年額 234千円
支給実績（平成17年度決算） 103,393千円
職員１人当たり平均支給年額 279千円

（６）その他手当（平成19年４月１日現在）
手当名 内　容 寒川町 国

扶養手当

配偶者 13,600円 13,000円
配偶者以外の扶養親族のうち２人まで 7,100円 6,000円
配偶者のいない場合の扶養１人まで 11,100円 11,000円
扶養親族でない配偶者を有する場合
の１人目の子等 7,600円 6,500円

その他の扶養 5,000円 5,000円
特定扶養 5,000 円 5,000円

住居手当 支給限度額 28,800円 27,000円
通勤手当 支給限度額 55,000円 55,000円

５　特別職の報酬等の状況（平成19年４月１日現在）
区　分 給料月額等

給　　料
町　長 859,000円
副町長 697,000円
教育長 640,000円

報　　酬
議　長 442,000円
副議長 366,000円
議　員 339,000円

期末手当

町　長
（平成18年度支給割合）

4.35月分副町長
教育長
議　長

（平成18年度支給割合）
4.35 月分副議長

議　員

退職手当

（算定方式）
町　長 給料月額×勤続月数×37.5／100　任期ごと
副町長 給料月額×勤続月数×25.0／100　任期ごと
教育長 給料月額×勤続月数×20.0／100　任期ごと

６　職員数の状況
（１）部門別職員数の状況と主な増減理由

（各年４月１日現在）
区　分

部　門
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
平成19年 平成18年

一
般
行
政
部
門

議　　会 ５人 ５人 ０人

機構改革および業
務の見直しによる

総　　務 74人 75人 △１人　

税　　務 20人 20人 ０人

農林水産 8人 7人 １人

商　　工 3人 3人 ０人

土　　木 48人 48人 ０人

民　　生 27人 24人 ３人

衛　　生 31人 33人 △２人　

小　　計 216人 215人 １人
特
別
行
政
部
門

教　　育 72人 72人 ０人
消防業務見直しに
よる消　　防 52人 50人 ２人

小　　計 124人 122人 ２人

公
営
企
業
等

会
計
部
門　

下 水 道 12人 13人 △１人　
下水道業務見直し
によるそ の 他 19人 19人 ０人

小　　計 31人 32人 △１人　

合　　計 371 人 369 人 ２人
（391 人） （391 人） （０人）

（注）　１　職員数は一般職に属する職員数です。
　　　　２　（　）内は、条例定数の合計です。

（２）年齢別職員構成の状況（平成19年４月１日現在）

区　分 20歳
未満

20～
23

24～
27

28～
31

32～
35

36～
39

40～
43

44～
47

48～
51

52～
55

56～
59

60歳
以上 計

現在の
職員数 1人 8人 20人 21人 51人 52人 36人 43人 42人 47人 49人 1人 371人

５年前の
職員数 1人 3人 26人 54人 49人 36人 36人 57人 46人 53人 25人 1人 387人

（３）定員適正化計画の数値目標及び進捗状況
平成17年４月１日～平成22年４月１日における定員管理の目標数値
平成17年4月1日

職員数
平成22年4月1日

職員数 純減数 純減率

368人 354人 14人 △3.9％

60

50

40

30

20

10

0
20歳未満 20～23 24～27 28～31 32～35 36～39 40～43 44～47 48～51 52～55 56～59 60歳以上

（単位：人） 現在の職員数　　　5年前の職員数
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１　総　括
（１）人件費の状況（普通会計決算）

区　分
住民基本
台帳人口

（平成18年度末）
歳出額

A 実質収支
人件費

B
人件費率

B／A
（参考）
平成17年度
の人件費率

平成　
18年度

人
47,322

千円
14,349,451

千円
796,538

千円
3,305,023

％
23.0

％
22.8

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

区　分 職員数
A

給　　与　　費 一人当たりの
給与費 B／A給　料 職員手当 期末・勤勉手当      計   B

平成　
18年度

人
336

千円
1,404,683

千円
402,409

千円
632,422

千円
2,439,514

千円
7,260

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
　　　２　職員数は、平成18年４月１日現在の人数です。

（３）ラスパイレス指数の状況（平成18年４月１日現在）

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地
方公務員の給与水準を示す指数です。

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況
（１）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況
　　　（平成19年４月１日現在）
①一般行政職
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
寒川町 43.7歳 351,448円 478,907円

②技能労務職
区　分 平均年齢 職員数 平均給料月額 平均給与月額
寒川町 47.3歳 33人 295,242円 351,604円

（注）１　「平均給料月額」とは、平成19年４月１日現在における各職種ご
との職員の基本給の平均です。

　　　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地
域手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計した
もので、地方公務員給与実態調査において明らかにされているも
のです。

（２）職員の初任給の状況（平成19年４月１日現在）

区　分 寒　川　町
初任給 2年後の給料

一般行政職 大学卒 176,800円 190,800円
高校卒 148,000円 159,700円

技能労務職
（25歳採用） 高校卒 180,100円 190,800円

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　　（平成19年４月１日現在）

区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職 大学卒 271,860円 313,271円 367,600 円
高校卒 －円 278,700円 －円

技能労務職 －円 313,933円 －円
※平均給料月額の未記載箇所は、当該年数に対象者がいない場合です。

３　一般行政職の級別職員数等の状況
（１）一般行政職の級別職員数の状況（平成19年４月１日現在）

区分 標準的な職務の内容 職員数
人

構成比
％

８級 部長、担当参事、参事 16 6.4
７級 課長、専任主幹、専任技幹、主幹、技幹 34 13.5
６級 副主幹、副技幹 29 11.5
５級 主査 41 16.3
４級 主任主事、主任技師 88 35.1
３級 主任主事、主任技師 19 7.6
２級 主事、技師 16 6.4
１級 主事補、技師補 8 3.2

（注）１　町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務で

す。

４　職員の手当の状況
（１）期末手当・勤勉手当

寒　川　町

１人当たりの支給額
（平成18年度）
1,879千円

（平成18年度支給割合）
 期末手当　　　　勤勉手当
　3.0月分　　　　1.45月分
（1.6）月分　　（0.75）月分　

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級による加算措置

（注）（　　）内は、再任用職員にかかる支給割合です。

（２）退職手当（平成19年４月１日現在）
寒　川　町

 （支給率）  　　自己都合　　勧奨・定年
勤続20年　　　23.50月分　　30.55月分
勤続25年　　　33.50月分　　41.34月分
勤続35年　　　47.50月分　　59.28月分
最高限度額　　59.28月分　　59.28月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（2～20％加算）
　一人当たり平均支給額
　　　　　　 16,339千円　  25,267千円

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、平成18年度に退職した職員に
支給した平均額です。

（３）地域手当（平成19年４月１日現在）
支給実績（平成18年度決算） 163,796千円

支給職員1人当たり平均支給年額（平成18年度決算） 442,692 円
支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度

全域 10％ 370人 全域０％

町職員の給与・定員管理等についてお知らせします

102.6

99.3

103.4

100.6

102.3

101.1

104

103

102

101

100

99

98

97
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グラフ中の数字
は各級の職員数
です。
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昨
年
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

な
ど
で
皆
さ
ん
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
基

本
設
計
を
決
定
し
、
今
年
二
月

一
日
号
の
広
報
さ
む
か
わ
や
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ

し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
規
事
業
の
再
検

討
を
公
約
に
し
た
新
町
長
が

就
任
い
た
し
ま
し

た
。
新
町
長
の
も

と
検
討
し
た
結
果
、

四
月
に
施
行
し
た

自
治
基
本
条
例
の

趣
旨
か
ら
も
、
皆

さ
ん
の
声
を
一
層

反
映
さ
せ
た
施
設

に
し
よ
う
と
の
判

断
か
ら
、
建
設
を

当
初
の
平
成
二
十

年
度
か
ら
平
成

二
十
二
年
度
を
目

途
に
延
期
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
ミ
ニ

集
会
な
ど
を
開
催

皆
さ
ん
の
声
を
一
層
反
映
さ
せ
る
た
め

の
建
設
を　
　

し
ま
す

　

町
で
は
、
寒
川
駅
前
の
活
性
化
を
目
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
持
た
せ
た
施
設
（
仮
称
）
寒
川
駅
前
複
合
施
設
の

建
設
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。（仮称）寒川駅前複合施設建設予定地（寒川駅北口）

︵
仮
称
︶寒
川
駅
前
複
合
施
設

延
期し

て
皆
さ
ん
の
声
を
よ
り
一
層

お
伺
い
し
て
い
き
ま
す
。
日
程

な
ど
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た

ら
、
広
報
さ
む
か
わ
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

延
期
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て

○
昨
年
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
な
ど
へ
の
ご
意
見
は
最
大
限

尊
重
い
た
し
ま
す
。

○
寒
川
駅
北
口
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
へ
の
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
。

産
業
振
興
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
２
８
４
商
工
観

光
担
当
FAX
（
７
４
）
２
８
３
３

　

年
末
は
た
く
さ
ん
の
ご
み

が
家
庭
や
事
業
所
な
ど
か
ら

出
ま
す
が
、
ご
み
な
ど
を
屋

外
で
燃
や
す
こ
と
は
県
条
例

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
燃
や
し
た
煙
や
悪

臭
は
、
周
囲
の
多
く
の
人
に

迷
惑
を
か
け
ま
す
。
ご
み
は

燃
や
さ
ず
に
指
定
の
場
所
へ

出
し
、
町
で
処
理
で
き
な
い

物
は
専
門
の
処
理
業
者
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
焼
却
炉
に
は
法
律
や

県
条
例
に
よ
る
規
制
が
あ
り

ま
す
。
使
う
場
合
は
規
制
に

適
合
し
て
い
る
こ
と
を
必
ず

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
違
反
し

た
場
合
は
罰
則
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

き
れ
い
な
空
気
で
新
年
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

環
境
課

（
７
４
）
１
１

１
１
内
線
４
２
３
環
境
保
全

担
当
FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

屋
外
で
の

ご
み
焼
却
は
禁
止
で
す

スケジュール　（現時点での予定です）

平成
19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

変更前 実施設計 建築 オ－プン

変更後 意見聴取 実施設計 建築 オープン
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近
年
、
集
中
豪
雨
な
ど
で
全

国
各
地
で
河
川
が
氾は
ん

濫ら
ん

し
、
浸

水
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

国
や
県
で
は
、
管
理
し
て
い

る
河
川
に
つ
い
て
水
防
法
に
基

づ
き
浸
水
想
定
区
域
図
を
公
表

し
、
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め

の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
も
平
成
十
七
年
の
水
防

法
の
改
正
に
伴
い
、
国
や
県
が

公
表
し
て
い
る
浸
水
想
定
区
域

図
の
情
報
に
加
え
、
町
の
避
難

施
設
や
水
害
に
関
す
る
情
報
な

ど
を
掲
載
し
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
は

　

万
が
一
の
水
害
時
に
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
に
避
難

す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
地
図
で
、
市
区

町
村
が
作
成
・
発
行
す
る
も
の

で
す
。

　

こ
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
自

分
の
住
ん
で
い
る
地
域
が
洪
水

氾
濫
等
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
浸

水
被
害
を
受
け
る
の
か
認
識
を

し
家
族
で
避
難
時
の
行
動
を
話

し
合
い
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

を
十
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
緊
急
時
の
水
防
、
避
難

活
動
等
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

掲
載
内
容

　

想
定
浸
水
深
、
避
難
所
の
位

置
お
よ
び
一
覧
、
緊
急
連
絡
先
、

避
難
時
の
心
得
な
ど
。

活
用
方
法

●
前
も
っ
て
洪
水
に
よ
る
被
害

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
普
段
か
ら
洪
水
に
よ
る
危
機

意
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。

●
何
を
す
べ
き
か
、
何
が
必
要

か
が
冷
静
に
判
断
で
き
、
素
早

く
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

想
定
洪
水
規
模

　

お
お
む
ね
五
十
年
か
ら

百
五
十
年
に
一
回
程
度
起
こ
る

大
雨
を
想
定
し
て
、
相
模
川
、

目
久
尻
川
、
小
出
川
が
一
定
の

条
件
下
で
大
雨
に
よ
り
氾
濫
し

た
場
合
の
氾
濫
範
囲
を
重
ね
合

わ
せ
て
示
し
て
い
ま
す
。

注
意
事
項

　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
表

示
す
る
浸
水
予
想
区
域
お
よ
び

浸
水
の
程
度
は
あ
く
ま
で
も
想

定
で
す
。
浸
水
の
程
度
や
範
囲

は
雨
の
降
り
方
や
土
地
の
形
態
、

河
川
・
下
水
道
の
整
備
状
況
等

に
よ
り
変
化
す
る
た
め
、
大
雨

の
際
、
常
に
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
示
さ
れ
た
浸
水
が
起

き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

素
案
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
こ

れ
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。
意
見
は
マ
ッ

プ
作
成
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

意
見
募
集
期
間

　

十
二
月
十
七
日
（
月
）
〜
平

成
二
十
年
一
月
十
八
日
（
金
）

素
案
閲
覧
場
所

　

防
災
安
全
課
、
寒
川
総
合
図

書
館
、
北
部
・
南
部
文
化
福
祉

会
館
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

意
見
提
出
方
法

　

任
意
の
用
紙
に
ご
意
見
と
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
防
災

安
全
課
へ
郵
送
、
直
接
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

※
意
見
は
内
容
ご
と
に
整
理
、

分
類
し
こ
れ
に
対
す
る
町
の

考
え
方
と
と
も
に
公
表
し
ま
す
。

　

個
々
の
ご
意
見
に
対
し
て
個

別
に
回
答
は
し
ま
せ
ん
の
で

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
氏
名
や
住
所
、
団
体
名
等
は

公
表
し
ま
せ
ん
）

防
災
安
全
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
２
５
３
防
災
安

全
担
当
FAX
（
７
５
）
６
７
０
６

bousai@
tow
n.sam

ukaw
a.

kanagaw
a.jp

ご
意
見
を　
　
　
　
　

　
　

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
水
害
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、
災
害
時
に
お
け
る
円
滑
か
つ
迅
速
な
避

難
が
で
き
る
よ
う
に
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
相
模
川
、
目
久
尻
川
、
小
出
川
）
を
作
成
し
ま
す
。

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

町
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
素
案
イ
メ
ー
ジ　

表
面（
上
）裏
面（
下
）

町
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
素
案
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入
園
基
準

●
保
護
者
が
会
社
な
ど
で
月

十
六
日
以
上
働
い
て
い
る

●
保
護
者
が
自
営
業
・
内
職
な

ど
で
月
十
六
日
以
上
働
い
て
い

る●
保
護
者
が
出
産
前
後
で
あ
る

（
二
カ
月
以
内
）

●
保
護
者
が
病
気
や
心
身
に
障

害
が
あ
る

●
家
族
に
長
期
に
わ
た
る
病
人

や
心
身
に
障
害
が
あ
る
人
が
い

て
、
保
護
者
が
介
護
し
て
い
る

●
火
災
・
地
震
な
ど
の
災
害
を

受
け
、
そ
の
復
旧
の
間
で
あ
る

※
保
護
者
以
外
に
祖
父
母
な
ど

が
家
庭
内
で
児
童
を
保
育
で
き

る
場
合
は
除
き
ま
す
。

保
育
対
象
年
齢

生
後
六
カ
月
以
上
小
学
校
入

学
前

保
育
時
間

月
〜
土
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
前
八
時
〜
午
後
四
時

※
保
護
者
の
勤
務
時
間
な
ど

に
よ
り
延
長
保
育
を
希
望
す

る
場
合
は
、
実
情
に
応
じ
て

午
前
七
時
三
十
分
か
ら
午
後

七
時
ま
で
の
間
で
対
応
し
ま

す
。

入
園
申
込
書
の
配
布

と
き　

十
二
月
三
日
（
月
）

か
ら

と
こ
ろ　

子
育
て
支
援
課

〈
入
園
受
付
〉

と
き　

●
さ
む
か
わ
保
育
園
希

望
者　

一
月
二
十
二
日（
火
）午

前
九
時
三
十
分
〜
十
一
時
●
旭

保
育
園
希
望
者　

同
日
午
後
二

時
〜
四
時
●
一
之
宮
愛
児
園
希

望
者　

一
月
二
十
三
日（
水
）

午
前
九
時
三
十
分
〜
十
一
時

と
こ
ろ　

い
ず
れ
も
役
場
東
分

庁
舎

〈
注
意
事
項
〉

●
入
園
受
付
に
は
必
ず
入
園
を

希
望
す
る
児
童
と
一
緒
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
指
定
の
日
時
に
都
合
の
悪

い
場
合
は
、
一
月
三
十
一
日

（
木
）
ま
で
に
子
育
て
支
援
課

へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
現
在
入
園
申
し
込
み
を
し
て

い
る
人
も
再
度
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

●
町
外
の
保
育
園
を
希
望
す
る

人
は
、
該
当
す
る
市
町
村
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
詳
し
い
内
容
は
、
入
園
申
込

書
に
添
付
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
１
４
２
保
育
担

当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

　
　
　
　
　
　
　
　

の

　
　
　
　

を
行
い
ま
す

　

来
年
四
月
か
ら
町
立
保
育
園
に
入
園
を
希
望
す
る
児
童
の
受
け
付

け
を
一
月
に
行
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
が
病
院
な
ど

で
受
診
し
た
と
き
に
、保
険
診
療

の
自
己
負
担
分
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
児
童
を
育
て
て
い
る
父
子

家
庭
、
母
子
家
庭
ま
た
は
養
育

者
家
庭
（
所
得
制
限
あ
り
。
左

一
覧
表
参
照
）

●
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

●
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

●
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
児
童

●
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら

か
で
な
い
児
童

●
父
ま
た
は
母
か
ら
一
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

●
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る
児
童

●
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ

た
児
童

●
父
母
が
と
も
に
不
明
で
あ
る

児
童
（
孤
児
な
ど
）

助
成
を
受
け
る
に
は

　

町
が
交
付
す
る
福
祉
医
療
証

が
必
要
で
す
。
希
望
す
る
人
は

子
育
て
支
援
課
へ
交
付
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

助
成
期
間

　

児
童
が
満
十
八
歳
に
な
っ
た

日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一

日
ま
で
（
児
童
に
一
定
の
障
害

が
あ
る
場
合
、
高
等
学
校
等
に

在
学
し
て
い
る
場
合
は
二
十
歳

未
満
ま
で
）

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課

内
線
１
４

３
子
育
て
支
援
担
当

　
　
　
　
　
　
　

の

生
活
を　
　

し
ま
す

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度

所得制限一覧表

扶養親
族等の
数

平成18年分所得
請求者

（親または養育者） 配偶者・扶養義務者

０人 1,920,000円未満 2,360,000円未満
１人 2,300,000 2,740,000
２人 2,680,000 3,120,000
３人 3,060,000 3,500,000
４人 3,440,000 3,880,000

保
育
園
入
園
希
望
者

園庭で遊ぶ保育園児　　　

受
け
付
け

ひ
と
り
親
家
庭
等

支
援
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後
も
導
入
を
進
め
ま
す
。

　

紙
の
購
入
量
は
約
一
万
四
百

キ
ロ
グ
ラ
ム
増
加
し
ま
し
た
。

目
標
達
成
に
は
Ａ
４
規
格
で
約

二
百
七
十
万
枚
削
減
が
必
要
で

さ
ら
に
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

都
市
ガ
ス
使
用
量
は
、
総
合

図
書
館
の
開
館
等
使
用
施
設

増
加
に
伴
い
平
成
十
七
年
度
比

四
十
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
増
加

し
ま
し
た
。

　

平
成
十
八
年
度
に
お
い
て
も
、

庁
舎
内
の
適
正
な
冷
暖
房
温
度

設
定
（
夏
季
二
十
八
度
、
冬
季

二
十
度
）
を
は
じ
め
、
不
必
要

な
照
明
の
消
灯
、
漏
水
対
策
、

廃
棄
物
の
分
別
徹
底
等
、
環
境

行
動
指
針
に
基
づ
き

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

公
民
館
等
の
施
設

は
、
利
用
が
増
え
れ

ば
増
え
る
ほ
ど
各
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
も

増
加
し
ま
す
が
、
そ

の
中
で
も
各
種
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
使
用
量
を

で
き
る
だ
け
削
減
し
、

目
標
達
成
へ
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

　

詳
し
い
内
容
は
、
平
成
十
八

年
度
版
寒
川
町
環
境
報
告
書

お
よ
び
地
球
温
暖
化
対
策
推
進

実
行
計
画
報
告
書
と
し
て
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
各
公
民
館

図
書
室
、
総
合
図
書
館
、
役
場

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
公
表
し

て
い
ま
す
。

環
境
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
４
２
１
環
境
担
当
FAX

（
７
４
）
１
３
８
５

　

こ
れ
か
ら
暖
房
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
暖
房

の
設
定
温
度
を
上
げ
す
ぎ
ず
、
着
る
も
の
で
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
車
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

と
と
も
に
燃
料
代
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
取
り

組
ん
で
下
さ
い
。

　

一
例
と
し
て
、
十
月
二
十
一
日
に
、
横
浜
産
貿
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
神
奈
川
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
主
催
の
ス

ト
ッ
プ
温
暖
化
「
一
村
一
品
・
知
恵
の
環わ

づ
く
り
」
ｉ
ｎ
神
奈
川

の
選
考
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
（
環
境
に
や
さ
し

い
運
転
）
の
取
り
組
み
で
、
町
か
ら
応
募
し
た
高
梨
運
送
㈱
（
一

之
宮
）
が
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
町
が
行
う
事
務
事
業
か
ら
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
十
八
年
度
取
り
組
み
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
民
・
事
業
者
等
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
も
重
要
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

す
る
も　
　

あ
り

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
実
行
計
画
報
告
書

　

平
成
十
八
年
度
の
値
は
平
成

十
四
年
度
（
基
準
年
）
か
ら

十
九
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し

ま
し
た
（
昨
年
か
ら
は
二
パ
ー

セ
ン
ト
減
少
）
。
平
成
十
四
年

度
に
可
燃
ご
み
焼
却
を
終
了
し

た
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
電
気

使
用
分
を
除
い
て
比
較
す
る
と
、

基
準
年
か
ら
約
二
・
六
パ
ー
セ

ン
ト
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
項
目
に
お
け
る
平
成
十
八

年
度
の
達
成
状
況
は
左
下
の
図

の
と
お
り
で
す
。
目
標
達
成
率

が
百
パ
ー
セ
ン
ト
を
下
回
っ
た

項
目
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

廃
棄
物
資
源
化
割
合
は
、
廃

棄
物
の
量
が
平
成
十
七
年
度
比

十
四
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
て
い

る
の
で
、
一
概
に
悪
い
状
況
で

は
な
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

低
公
害
車
の
導
入

割
合
は
、
消
防
車
両

の
更
新
に
伴
い
導
入

が
あ
っ
た
た
め
、
平

成
十
七
年
度
比
二
.

九
パ
ー
セ
ン
ト
の
増

加
で
目
標
値
に
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
今

二酸化炭素削減目標と推移（単位：kg-CO2／年）

年　　度 温室効果ガス総排出量
（二酸化炭素換算）

平成14年度（基準年） 2,578,890

平成16年度 2,027,916

平成17年度 2,106,115

平成18年度 2,064,943

平成20年度（目標年） 2,424,157

項目別　目標達成率（目標値を100とした場合）
（各項目の目標は平成14年度数値を基準）

本庁舎の廃棄物資源化割合

本庁舎の廃棄物の量

低公害車の導入割合

紙の購入量

水道使用量

軽油使用量

ガソリン使用量

LPG使用量

都市ガス使用量

灯油使用量

電気使用量

温室効果ガス排出量

0 100 200 300

二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
減
少

課
題
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 １２月３１日（月）午後１０時～１月３日（木）午後５時まで

寒川神社周辺の
交通規制にご協力ください

　

寒
川
神
社
に
は
、
正
月
の
三
が
日
だ
け
で
約
四
十
万
人
も
の
参
拝
者
が
訪
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
安
全
な
初
詣
で
の
た
め
に
、
茅
ヶ
崎
警
察
署
で
は
左
図
の
と
お
り
、
寒

川
神
社
周
辺
の
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
周
辺
道
路
が
大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
マ
イ
カ
ー
で
の
参
拝
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

寒川神社周辺の交通規制図

※ただし、　　　　の区域の規制時間は、
12月31日午後10時～１月１日午後５時、
１月２日・３日午前10時～午後５時です。
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隣
近
所
の
ご
み
事
情

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

44

　

対
象
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
汚
れ
を
落
と
し
て
指
定
の
袋
で

出
し
て
く
だ
さ
い
。

い
る
も
の
す
べ
て
が
対
象
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
対
象
外
の
例
）
玩
具
、
文
具
、

ヘ
ア
ブ
ラ
シ
、歯
ブ
ラ
シ
、歯
間

ブ
ラ
シ
、ハ
ン
ガ
ー
、バ
ケ
ツ
、

ポ
リ
タ
ン
ク
、プ
ラ
ン
タ
ー
、レ

ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、ビ
デ
オ
テ
ー

プ
な
ど
。
商
品
そ
の
も
の
は
対

象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

出
し
方

●
商
品
を
使
い
切
り
、汚
れ
は

し
っ
か
り
洗
う（
汚
れ
の
お
ち

な
い
も
の
は
可
燃
ご
み
へ
）

●「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
」の
指
定
収
集
袋
に
入
れ
る

（
ほ
か
の
ご
み
は
混
ぜ
な
い
）

●
決
め
ら
れ
た
日
に
出
す

　

簡
易
包
装
の
商
品
を
選
ぶ

と
、
ご
み
の
減
量
化
に
効
果

的
で
す
。

環
境
課

内
線
４
２
４
生
活

美
化
担
当
FAX（
７
４
）１
３
８
５

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と
は

　

お
店
で
購
入
し
た
と
き
に

商
品
の
入
っ
て
い
る
容
器
や

包
ん
で
あ
る
包
装
で
、
そ
の

商
品
を
使
い
切
っ
た
あ
と
や

取
り
出
し
た
あ
と
に
不
要
と

な
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

物
を
い
い
ま
す
。
対
象
は
容

器
や
包
装
で
す
。

対
象
と
な
る
も
の

こ
の
マ
ー
ク
の

つ
い
て
い
る
も

の
が
対
象
で
す
。

（
例
）
お
菓
子
の

袋
、
シ
ャ
ン
プ
ー
・
リ
ン
ス
の

容
器
、
食
品
用
ト
レ
ー
、
卵
の

パ
ッ
ク
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
か
ら

し
、歯
磨
き
粉
等
の
チ
ュ
ー
ブ
、

電
化
製
品
の
緩
衝
材（
発
砲
ス

チ
ロ
ー
ル
、エ
ア
パ
ッ
キ
ン
グ

等
）な
ど

注
意

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
で
き
て

年末年始の
ごみ収集日程を
確認して
ください

環境課 （７４）１１１１ 内線４２４生活
美化担当FAX（７４）１３８５

●収集区域図

 はこの日まで（12月）
区域 可燃ごみ 可燃粗大ごみ 不燃ごみ プラスチック

製容器包装 紙ボロ類

① 27日（木） 28日（金） 15日（土） 26日（水） 22日（土）

② 27日（木） 14日（金） 22日（土） 26日（水） 15日（土）

③ 28日（金） 19日（水） 17日（月） 29日（土） 24日（月）

④ 28日（金） ５日（水） 24日（月） 29日（土） 17日（月）

 はこの日から（１月）  は変更になった日

区域 可燃ごみ 可燃粗大ごみ 不燃ごみ プラスチック
製容器包装 紙ボロ類

① ３日（木） 25日（金） ５日（土） ９日（水） 12日（土）

② ３日（木） 11日（金） 12日（土） ９日（水） ５日（土）

③ ４日（金） 16日（水） ７日（月） ５日（土） 14日（月）

④ ４日（金） ４日（金）
 ※1月2日分

14日（月） ５日（土） ７日（月）

●資源ごみの日程変更
桜町・川端地区
　１月８日（火）（１月１日分）
もくせいハイツ・県住第２・菅谷台・大蔵地区
　１月９日（水）（１月２日分）
一之宮西地区
　１月10日（木）（１月３日分）

●ごみの直接搬入
（クリーンセンター・一之宮中継所への持ち込み）
　12月29日（土）～１月３日（木）はお休みです。
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町
も
加
盟
し
て
い
る
県
東
海

道
新
幹
線
新
駅
設
置
促
進
期
成

同
盟
会
で
、
平
塚
市
お
よ
び
寒

川
町
立
の
小
学
校
在
学
の
児
童

を
対
象
に
し
た
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
百
五
十
一
点
の
応

募
が
あ
り
、
平
塚
市
の
応
募
分

と
合
わ
せ
て
四
百
三
点
の
作
品

の
中
か
ら
低
学
年
・
中
学
年
・

高
学
年
の
三
部
門
ご
と
に
神
奈

川
県
知
事
賞
、
寒

川
町
長
賞
、
平
塚

市
長
賞
、
ツ
イ
ン

シ
テ
ィ
賞
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

町
立
小
学
校
在

学
児
童
の
入
賞

作
品
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

新
幹
線
新
駅
対

策
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
３

２
３
FAX
（
７
５
）

９
９
０
６

http://w
w
w
.

tow
n.sam

ukaw
a.

kanagawa.Jp

中
学
年
の
部　

神
奈
川
県
知
事
賞

藤
沼
希
望
さ
ん（
南
小
学
校
３
年
）の
作
品

　

夜
間
お
よ
び
休
日
窓
口
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
納
め
忘
れ
た
保
険
料
の

納
付
も
で
き
ま
す
。

〈
夜
間
お
よ
び
休
日
窓
口
相
談
〉

と
き　

●
十
二
月
十
日（
月
）〜

十
四
日
（
金
）
午
後
七
時
ま
で

●
十
六
日
（
日
）
午
前
九
時
〜

　

歳
末
は
火
を
使
う
機
会
が

多
く
、
さ
ら
に
空
気
が
乾
燥

し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時

期
で
す
。

　

火
の
取
り
扱
い
は
十
分
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
本
部
予
防
課

（
７
５
）
８
０
０
３
警
防
担

当
FAX
（
７
５
）
８
０
８
０

12
月
20
日
︵
木
︶
～

31
日
︵
月
︶

歳
末
火
災
特
別
警
戒

「夢はこぶ新幹線・

夢ひらくまち」
平成19年度絵画コンクール

午
後
三
時

と
こ
ろ　

保
険
年
金
課

持
ち
物　

印
鑑

※
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替

が
大
変
便
利
で
す
。

保
険
年
金
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
１
２
５
国
保
担

当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

　

消
防
団
は
、
「
自
ら
の
地
域

は
自
ら
で
守
る
」
と
い
う
精

神
に
基
づ
く
地
元
住
民
を
中
心

と
し
た
組
織
で
す
。
地
域
防

災
体
制
の
中
核
的
存
在
と
し

て
、災
害
対
応
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
維
持
・
振
興
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
消
防
団
の
重
要
性
を

理
解
し
、
地
域
の
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
消

防
団
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
た

だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
力
を
町
の
安
心
安

全
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

資
格　

町
内
在
住
か
在
勤
の
満

十
八
歳
以
上
の
人

申
し
込
み　

消
防
本
部
総
務
課

へ
電
話
か
直
接

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

消
防
本
部
総
務
課

（
７
５
）

８
０
０
１
FAX（
７
５
）８
０
８
０

の　
　
　
　

　
　
　
　

を
行
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
料

納
付
相
談

消
防
団
員　

募
集

の
〜
地
域
の
安
心
安
全
を
守
ろ
う
〜

訓
練
を
行
う
消
防
団
員
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　寒川町・藤沢市・茅ヶ崎市の二市一町

では広報紙の相互掲載を行っています。

　今回も藤沢市と茅ヶ崎市の史跡、イベ

ントを紹介します。

藤
沢
市

御
所
見
村
外
二
ヶ
村
耕
地
整
理
記
念
碑

　

藤
沢
市
宮
原
の
寒
川
社
・
観
蔵
寺
を
左

手
に
見
な
が
ら
目
久
尻
川
の
大
昭
橋
に
向

か
っ
て
進
む
と
、
道
の
右
側
の
土
手
の
上

に
、
「
耕
地
整
理
記
念
碑
」
と
書
か
れ
た

石
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
周
辺
は
西
を
流
れ
る
目
久
尻
川
を

挟
ん
で
田
や
畑
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
か

つ
て
の
同
川
は
川
筋
が
屈
曲
し
て
流
れ
が

緩
く
、
相
模
川
の
増
水
の
際
に
は
逆
流
に

よ
る
氾は
ん

濫ら
ん

も
多
く
起
こ
る
な
ど
、
川
沿
い

は
水
は
け
の
悪
い
土
地
で
し
た
。

　

さ
ら
に
大
正
十
二（
一
九
二
三
）年
に
起

き
た
関
東
大
震
災
で
は
、
河
岸
が
崩
壊
す

る
な
ど
被
害
が
大
き
く
、
県
は
大
正
十
四

年
に
「
県
営
目
久
尻
川
排
水
工
事
」
を
起

工
し
、昭
和
四
年
度
末
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
た
御
所
見
村
の
宮
原
・
用

田
、
な
ら
び
に
隣
村
の
有
馬
村
（
現
海
老

名
市
）
本
郷
、
寒
川
村
（
現
寒
川
町
）
宮

山
・
倉
見
の
人
々
は
、
相
談
し
て
昭
和
四

年
三
月
に
「
高
座
郡
御
所
見
村
外
二
ヶ
村

耕
地
整
理
組
合
」
を
結
成
し
、
県
の
援
助

を
受
け
つ
つ
、
耕
地
内
の
排
水
路
の
改
良
、

土
地
の
交
換
・
分
合
等
を
行
い
、
万
難
を

排
し
て
昭
和
七
年
三
月
に
大
工
事
を
完
了

し
ま
し
た
。

　

こ
の
碑
は
そ
の
完
成
を
記
念
し
、
関

係
し
た
多
く
の
人
々
の
労
苦
を
後
世
に
伝

え
る
べ
く
、
昭
和
八
年
四
月
に
建
立
さ

れ
た
も
の
で
す
。
碑
文
の
下
部
に
は
、
組

合
長
（
宮
原
地
区
）
・
組
合
副
長
（
宮

原
・
本
郷
・
宮
山
・
用
田
の
各
地
区
よ
り

各
一
人
）
・
評
議
員
・
組
合
会
議
員
、
総

勢
二
十
二
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

大
昭
橋
に
至
る
と
、
晴
れ
た
日
は
大
山
の

山
容
が
美
し
く
、
川
に
遊
ぶ
水
鳥
を
目
に

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

生
涯
学
習
課

O
４
６
６
（
４
６
）

５
１
０
６
博
物
館
準
備
担
当

茅
ヶ
崎
市

民
俗
資
料
館

　

浄
見
寺
本
堂
の
西
南
の
裏
手
に
旧
三
橋

家
住
宅
が
あ
り
ま
す
。
茅
ヶ
崎
市
指
定
の

重
要
文
化
財
で
、
文
政
十
（
一
八
二
七
）

年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
四
十
六
年

ま
で
市
内
香
川
の
三
橋
家
の
住
居
と
し
て

六
代
に
わ
た
っ
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

改
築
に
あ
た
り
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
末
期
の
典
型
的
な
農
家
建
築
で
、
昭

和
四
十
八
年
に
こ
こ
に
復
元
さ
れ
、
当
時

の
民
具
な
ど
を
展
示
し
て
民
俗
資
料
館
と

し
て
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

浄
見
寺
の
東
側
に
も
う
一
つ
の
民
俗
資

料
館
旧
和
田
家
住
宅
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も

市
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
萩
園
村
の
村
役
人
を
務
め
た

和
田
家
の
住
宅
と
し
て
五
代
に
わ
た
っ
て

使
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。
寄
贈
を
受
け
、

昭
和
五
十
七
年
に
解
体
、
同
六
十
年
に
現

在
の
地
に
移
築
復
元
さ
れ
ま
し
た
。
ケ
ヤ

キ
を
主
材
と
し
、
改
造
も
少
な
く
、
江
戸

時
代
の
大
型
民
家
の
特
徴
を
よ
く
残
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
旧
和
田
家
住
宅
は
、
か
や
ぶ
き
屋

根
の
ふ
き
か
え
を
中
心
と
し
た
改
修
工
事

を
十
月
九
日
よ
り
平
成
二
十
年
二
月
に
か

け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
護
事
業
の
観
点
か
ら
、
こ
の

ふ
き
か
え
工
事
を
皆
さ
ん
に
公
開
す
る
見
学

会
を
十
二
月
中
旬
に
開
催
し
ま
す
。
当
日
は

か
や
ふ
き
職
人
が
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

交
通　

ラ
イ
フ
タ
ウ
ン
行
き
、
ま
た
は

文
教
大
学
行
き
バ
ス
で
「
堤
坂
下
」
下
車
、

徒
歩
十
六
分

生
涯
学
習
課

（
８
２
）
１
１
１
１

藤
沢
市

江
の
島
展
望
灯
台

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
２
０
０
７

●
江
の
島
展
望
灯
台
な
ど
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

と
き　

十
二
月
十
五
日
（
土
）
〜

二
十
五
日
（
火
）
午
後
五
時
〜
九
時

●
打
ち
上
げ
花
火

と
き　

十
二
月
二
十
三
日（
日
）、二
十
四

日（
月
）午
後
六
時
か
ら（
約
十
分
間
）

●
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
コ
ン
サ
ー
ト

と
き　

十
二
月
十
五
日（
土
）、二
十
三
日

（
日
）、二
十
四
日（
月
）午
後
五
時
か
ら

と
こ
ろ　

江
の
島
サ
ム
エ
ル
・
コ
ッ
キ

ン
グ
苑

江
の
島
湘
南
港
２
０
０
７

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
き　

十
二
月
二
十
二
日
（
土
）
〜

二
十
四
日（
月
）

と
こ
ろ　

江
の
島
湘
南
港
ヨ
ッ
ト
ハ
ー

バ
ー

海
上
自
衛
隊
掃
海
艇「
す
が
し
ま
」

一
般
公
開

と
き　

十
二
月
二
十
四
日（
月
）

と
こ
ろ　

江
の
島
湘
南
港

江
の
島
展
望
灯
台
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

実
行
委
員
会
（社）
藤
沢
市
観
光
協
会
内

０
４
６
６
（
２
２
）
４
１
４
１

h
ttp
://w

w
w
.fta
-sh
o
n
a
n
.jp
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十
一
月
一
日
の
町
制
記
念
日
に
合
わ
せ
、

町
表
彰
式
を
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、

個
人
十
五
人
と
一
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
本
町
最
高
位
の
表
彰
で
、

長
年
に
わ
た
っ
て
町
の
発
展
の
た
め
に
貢

献
さ
れ
た
人
や
町
民
の
模
範
と
な
る
と
認

め
ら
れ
た
人
、
団
体
に
送
ら
れ
る
も
の
で

す
。

　

式
の
中
で
山
上
町
長
は
受
賞
者
一
人
ひ

と
り
の
功
績
を
紹
介
し
、
「
皆
さ
ん
の
功

績
は
我
が
町
を
愛
す
る
心
と
豊
か
で
活
力

あ
る
地
域
社
会
を
作
ろ
う
と
す
る
た
ま
も

の
で
す
」
と
述
べ
た
後
、
表
彰
状
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

被
表
彰
者
と
功
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
表
彰

〈
厚
生
衛
生
関
係
〉

原
田
純
一
さ
ん

竹
田
道
さ
ん

中
川
淳
さ
ん

　

医
師
、
歯
科
医
師
と
し
て
二
十
年
以
上

に
わ
た
り
、
地
域
の
保
健
医
療
に
貢
献
。

藤
井
喜
代
治
さ
ん

古
尾
谷
久
枝
さ
ん

入
澤
章
さ
ん

北
村
邦
隆
さ
ん

　

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
長
年
に
わ

た
り
、
地
域
の
相
談
役
と
し
て
貢
献
。

〈
消
防
関
係
〉

松
本
一
十
三
さ
ん

小
澤
千
明
さ
ん

野
地
浩
一
さ
ん

露
木
勝
幸
さ
ん

三
澤
一
浩
さ
ん

鈴
木
忠
さ
ん

小
山
芳
男
さ
ん

石
井
明
彦
さ
ん

　

消
防
団
員
と
し
て
二
十
年
以
上
に
わ
た

り
、
地
域
の
消
防
活
動
に
尽
力
。

〈
寄
付
関
係
〉

寒
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

芸
術
文
化
向
上
の
た
め
に
書
画
を
寄
付
。

（
順
不
同
）

優
れ
た
功
績
を
た
た
え

十
五
人
、
一
団
体
を
表
彰

第
四
十
三
回
町
表
彰
式

表彰式を終えた受賞者
後列左から、鈴木忠さん、石井明彦さん、小山芳男さん、野地浩一さん、小澤千明さん
前列左から、入澤章さん、藤井喜代治さん、中川淳さん、北村邦隆さん
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わ
た
し
た
ち
は
、
主
に
火
・
水
・
金
曜
日
の
週
三
回
、

寒
川
中
学
校
の
ナ
イ
タ
ー
施
設
を
使
用
し
て
、
サ
ッ
カ
ー

の
練
習
に
、
試
合
に
と
活
動
し
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
の
社

会
人
チ
ー
ム
で
す
。
メ
ン
バ
ー
は
学
生
と
社
会
人
で
構
成

さ
れ
、
勉
学
や
仕
事
に
励
み
つ
つ
、
常
に
上
を
目
指
し
て

日
々
ボ
ー
ル
を
蹴け

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
か
い
も
あ
り
、
こ
の
度
結
成
七
年
目
に
し
て
念
願

の
県
社
会
人
リ
ー
グ
一
部
で
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

練
習
会
場
に
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
（
中
学
部
）
、

ユ
ー
ス
（
高
等
部
）
も
い
る
の
で
、
サ
ッ
カ
ー
の
プ
レ
ー

だ
け
で
な
く
、
人
と
し
て
も
手
本
に
な
る
よ
う
に
努
め
、

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
目
標
は
関
東
リ
ー
グ
昇
格
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
を
愛

し
、
目
標
を
持
っ
て
活
動
し
た
い
人
は
ぜ
ひ
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
来
て
く
だ
さ
い
。

入
澤　

（
７
５
）
０
９
８
９

サッカークラブ

フットワーククラブ

関東リーグ昇格に向けて頑張っています

　

十
月
二
十
五
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
第
三
十
六
回
旭
が
丘

中
学
校
合
唱
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
準
備
、
練
習
を
重
ね
て
き
た
一
〜
三
年
生
の

全
十
六
ク
ラ
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
声
に
乗
せ
て
、
素
晴
ら
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
校
生
活
最
後
の
合
唱
祭
で
見
事
に
学
年
合
唱
を
歌
い
上
げ
た

三
年
生
に
は
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
の
思
い
は
無
限
大

町
立
旭
が
丘
中
学
校
合
唱
祭

　

十
一
月
四
日
、
秋
晴
れ
の
中
、
県
道
相
模
原
・

茅
ヶ
崎
線
の
歩
道
お
よ
そ
五
百
メ
ー
ト
ル
に
わ

た
っ
て
花
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

花
植
え
は
町
が
募
集
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
寒

川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
、
合
わ
せ
て
五
十
八

人
で
行
い
、
パ
ン
ジ
ー
な
ど
合
計
三
千
株
を
植
え

ま
し
た
。

み
ん
な
で
花
を
植
え
ま
し
た

町役場西側から北に向かっ
て植えました

元
気
に
楽
し
く

ハ
ツ
ラ
ツ
と３年生187人の声が一つになりました

　

十
月
三
十
日
に
、

青
少
年
広
場
で
町
高

齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ゆ
め
ク
ラ
ブ
寒
川

（
寒
川
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
）
が
行
っ

た
も
の
で
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
の
四
種
目
に
分
か
れ
約
百
八
十
人
の

参
加
者
は
秋
の
一
日
、
ス
ポ
ー
ツ
を
行
い
楽

し
み
ま
し
た
。

慎
重
に
ボ
ー
ル
を
打
つ

参
加
者
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赤
ち
ゃ
ん
の
心
の
成
長
に
必
要
な
こ
と

　

赤
ち
ゃ
ん
の
心
の
成
長
に
は
、
「
自

分
が
大
切
な
存
在
と
し
て
愛
さ
れ
、
守

ら
れ
て
い
る
体
験
が
必
要
」
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
泣
い
た
ら

抱
っ
こ
し
て
も
ら
っ
た
り
、
あ
や
し
て

も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
や
自
分
を
見
つ

め
る
温
か
い
ま
な
ざ
し
、
優
し
い
声
か

け
を
し
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を
通
し
て

赤
ち
ゃ
ん
の
心
は
、
は
ぐ
く
ま
れ
る
の

で
す
。

ど
う
や
っ
て
声
を
か
け
た
ら
い
い
の
？

　

し
か
し
少
子
化
の
現
在
、
赤
ち
ゃ
ん

を
抱
っ
こ
し
た
経
験
も
な
く
親
に
な
る

人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
世
話
に
精
い
っ
ぱ
い
で
、

泣
い
た
ら
抱
っ
こ
は
す
る
け
れ
ど
、
ど

う
声
を
か
け
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
く

て
悩
ん
で
し
ま
う
、
と
い
う
声
を
よ
く

聞
き
ま
す
。
そ
こ
で
声
か
け
上
手
に
な

る
た
め
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
絵
本

の
活
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
の
絵
本

　

赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
の
絵
本
は
、
単

に
お
話
を
読
み
聞
か
せ
る
も
の
で
も
、

言
葉
を
早
く
覚
え
さ
せ
る
た
め
の
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

絵
本
の
言
葉
は
、
短
く
簡
単
な
文
で

書
か
れ
て
い
る
の
で
、
声
に
す
る
と
と

て
も
優
し
く
耳
に
響
き
ま
す
。
お
母
さ

ん
や
お
父
さ
ん
の
声
で
読
ん
で
あ
げ
る

と
、
四
カ
月
く
ら
い
の
赤
ち
ゃ
ん
で
も

興
味
を
示
し
ま
す
。
声
か
け
に
自
信
が

無
く
て
も
、
赤
ち
ゃ
ん
の
反
応
が
き
っ

と
絵
本
の
時
間
を
お
母
さ
ん
や
お
父
さ

ん
に
と
っ
て
も
心
安
ら
ぐ
も
の
に
し
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

絵
本
の
本
当
の
役
目
は
、
ペ
ー
ジ
を

開
い
て
、
そ
こ
に
書
い
て
あ
る
言
葉
を

お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
が
赤
ち
ゃ
ん
に

そ
っ
と
語
り
か
け
、
親
子
が
一
緒
に
楽

し
め
る
時
間
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
で

す
。

絵
本
の
ひ
と
と
き

　

絵
本
は
一
冊
を
五
分
か
か
ら
ず
に
読

む
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
手
軽
に
赤

ち
ゃ
ん
と
の
つ
な
が
り
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
絵
本
を
楽
し
む
ひ

と
と
き
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

健
康
課

内
線
１
６
４
健
康
づ
く
り

担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

赤
ち
ゃ
ん
と
絵
本

譲ります
▶犬用ゲージ（室内用）▶２段ベッド（木製・茶
色）▶２段ベッド（白・はしご付き）▶短波ラジ
オ（SONY製）

求めます
▶倉見幼稚園男児制服（120㎝）▶ベビーベッ
ド・ベビー布団▶倉見幼稚園男児制服ズボン▶
ホットカーペット（２～３畳）▶石油ファンヒー
ター▶倉見幼稚園男児制服（110～120㎝）

【平成19年11月19日現在】
　不用品の登録や斡

あっせん

旋は窓口、電話でお受けします。
町のホームページにも掲載しています。不用品の取
引は当事者同士の直接交渉となります。登録期間は
３カ月です。
町民課 内線172住民協働担当 FAX（74）5613

3,244人 104.6人/日
（前月比 4.7 人 / 日減）

3,722人 120.1人/日
（前月比 6.1 人 / 日減）

10月の

コミュニティバス

利用状況

　平成１８年度決算で町民１人当た
りの歳出額はいくらだったでしょう。

① ３０２，４７１円
② ３０２，７７１円
③ ３０２，５７１円

　寒川総合図書館・文書館は11月３日で開館１周年です。
　正解は①でした。
　正解者の中から抽選で次の人に記念品をお送りします。
都築安子さん（倉見）／三留三助さん（岡田）／小出悦
子さん（一之宮）
　ご応募ありがとうございました。

　　　　　　　はがきに12月号の答えを書いて12月14
日（金）までに〒253－0196寒川町役場広報情報課クイ
ズさむかわ係へお送りください。

⑮
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寒
川
文
書
館
の
本
棚
に
並
べ
て
あ
る

資
料
は
、
誰
で
も
自
由
に
手
に
と
っ
て

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
本
棚
の
奥
の
方
に
は
、
美
術
史

の
本
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
故
佐
藤
昭
夫
さ
ん
の
蔵
書
を
ご

遺
族
が
文
書
館
に
寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ

た
も
の
で
す
。

　

佐
藤
昭
夫
さ
ん
は
東
京
国
立
博
物
館

に
勤
務
、
の
ち
に
神
田
外
国
語
大
学
や

大
正
大
学
で
教
え
た
仏
教
美
術
、
と

り
わ
け
仏
像
の
専
門
家
で
す
。
昭
和

六
十
一
（
一
九
八
六
）
年
か
ら
町
史
編

集
委
員
と
し
て
、
町
内
の
寺
院
や
神
社

な
ど
の
協
力
の
も
と
、
仏
像
、
仏
画
、

仏
具
、
石
造
物
な
ど
の
網
羅
的
な
調
査

の
指
揮
に
あ
た
り
ま
し
た
。
そ
の
成
果

は
『
寒
川
町
史
11　

別
編　

美
術
工

芸
』
な
ど
の
刊
行
物
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
縁
か
ら
今
回
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
た
図
書
は
約
八
千
冊
。
県
内
を
は
じ

め
全
国
の
文
化
財
調
査
報
告
書
、
各
地

の
博
物
館
・
美
術
館
の
展
示
図
録
、
美

術
全
集
の
大
型
本
、
美
術
史
や
宗
教
史

の
研
究
書
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
図
書
館
・
文
書

館
の
蔵
書
検
索
で
探
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ほ
か
に
も
佐
藤
さ
ん
が
研
究
の
た
め

に
撮
っ
た
日
本
、
中
国
、
イ
ン
ド
な
ど

の
仏
像
の
ス
ラ
イ
ド
フ
ィ
ル
ム
な
ど
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
未
整

理
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
皆
さ
ん

に
公
開
で
き
る
よ
う
、
整
理
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

美
術
史
の
本
は
寒
川
総
合
図
書
館
二

階
に
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
分
野

の
調
べ
物
を
し
た
い
場
合
は
、
二
階
と

四
階
の
両
方
で
探
し
て
み
る
と
、
よ
り

た
く
さ
ん
の
情
報
が
引
き
出
せ
ま
す
。

寒
川
文
書
館

（
７
５
）
３
６
９
１

FAX
（
７
５
）
３
７
５
８

http://w
w
w
.lib-arc.

sam
ukawa.kanagawa.Jp

　作　　斉藤洋
　絵　　森田みちよ
出版社　理論社

クリスマスをめぐる７つのふしぎ
The Seven Wonders of Christmas

注目の一冊

図書館　文書館

テレホンサービス
　行政ミニ情報　 （７４）１０１０
　テレホン童話　 （７４）１０１４
　今月の童話は「うそつき名人」です。

きらめきさむかわ　（ラジオ）
　レディオ湘南（83.1メガヘルツ）で町の情報を放送して
います。

放送日 毎週月曜日　９：00～９：30

再放送 毎週水曜日　20：30～ 21：00

輝け　さむかわ　（ケーブルテレビ）
　ジェイコム湘南のＪ：ＣＯＭチャンネル（デジタル
112ＣＨ、アナログ２ＣＨ）（旧コミュニティチャンネ
ル）で、町の紹介をしています。
　今月は「まち探訪シリーズ③～中瀬・大曲地区～」です。

放送日 12月10日（月）～22日（土）

８：30～８：45　　12：00～12：15

17：00～17：15　　23：00～23：15

　Ｊ：ＣＯＭのデジタル対応済住宅では、地上デジタル
チューナー対応製品でもご覧いただけます。
　※チャンネル設定が必要です。

仏
教
美
術
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

町 の 情 報 ・ 紹 介

　「サンタさんってだれ？いっぱいいるの？」「なんでトナカイなの
に空を飛べるの？」などなど「ぼく」のそんなふしぎにお答えしちゃ
う、ちょっぴりあたたかい物語です。サンタクロースなんていない
よって思っているお子さんといっしょに楽しんでみてください。

佐藤さん寄贈の本が
並んだ本棚

よりよい音でラジオを聴くために
　ラジオできらめきさむかわを聴くときに電波が受信しづらい場合
はラジオ本体の設置場所やアンテナの工夫をしてみましょう。
〈ラジオ設置場所の工夫〉
●窓に近いところに置く。
●受信機を家の中で動かして、一番良く聴こえる場所を探し、見つけ
てください。またアンテナの方向、角度によっても受信状態が改善
されることがあります。
〈アンテナの工夫〉
●ＦＭ受信機にロッドアンテナがある場合はロッドアンテナをいっ
ぱいに伸ばし、先端に同軸ケーブルの線を中心の導線を５センチメー
トル程度むき出して巻き付け、良く聴こえる方向を探してください。
●ＦＭ受信機に外部アンテナ端子がある場合はＦＭアンテナ端子
に平行フィーダー線をつなぎ、また専用の受信アンテナを屋外に設
置し、接続するとより高音質で聴こえます。
●テレビアンテナを利用する方法はテレビアンテナ端子に同軸ケー
ブルのコネクターで接続します。ステレオで聴きづらい場合は、ＦＭ
受信機のモードをモノラルにすると聴きやすくなります。
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危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

　

２
月
17
日
（
日
）
に
行
わ
れ
る

危
険
物
取
扱
者
試
験
に
向
け
て
受

験
準
備
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

１
月
19
日
（
土
）
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

藤
沢
市
労
働
会
館
（
藤

沢
市
本
町
１
ノ
12
ノ
17
）

費
用　

９
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
等
）

申
し
込
み　

消
防
本
部
予
防
課
に

あ
る
講
習
会
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
12
月
３
日
（
月
）

か
ら
同
課
へ
直
接

※
受
験
願
書
も
同
課
に
あ
り
ま
す
。

消
防
本
部
予
防
課

（
７
５
）

８
０
０
２
予
防
担
当
FAX
（
７
５
）

８
０
８
０

就
職
支
援
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

ビ
ジ
ネ
ス
の
即
戦
力
と
し
て
働

け
る
技
能
の
習
得
を
め
ざ
し
ま
す
。

〈
パ
ソ
コ
ン
入
門
コ
ー
ス
〉

と
き　

１
月
16
日
〜
28
日
の
毎
週

月
、
水
、
金
曜
日
（
全
６
回
）
午

前
９
時
〜
正
午

受
講
レ
ベ
ル　

初
め
て
パ
ソ
コ
ン

を
学
ぶ
人
、
基
本
操
作
や
文
字
入

力
に
慣
れ
て
い
な
い
人

内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、

文
書
の
作
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
方
法
な
ど

費
用　

６
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
を
含
む
、
初
日
に
徴
収
）

〈
エ
ク
セ
ル
中
級
コ
ー
ス
〉

と
き　

１
月
19
日
〜
２
月
16
日
の

毎
週
土
曜
日
（
全
５
回
）
午
前
９

時
〜
正
午

受
講
レ
ベ
ル　

エ
ク
セ
ル
を
使
っ

て
表
作
成
、
簡
単
な
関
数
、
計
算
、

グ
ラ
フ
作
成
が
で
き
る
人

内
容　

関
数
、複
合
グ
ラ
フ
、ピ
ボ
ッ

ト
テ
ー
ブ
ル
、マ
ク
ロ
機
能
な
ど

費
用　

５
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
を
含
む
、
初
日
に
徴
収
）

〈
ワ
ー
ド
中
級
コ
ー
ス
〉

と
き　

１
月
19
日
〜
２
月
９
日
の

毎
週
土
曜
日
（
全
４
回
）
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分

受
講
レ
ベ
ル　

ワ
ー
ド
を
使
っ
て

文
書
作
成
、
表
作
成
の
で
き
る
人

内
容　

ビ
ジ
ネ
ス
文
書
の
作
成
、

書
式
設
定
、
図
形
描
画
、
差
し
込

み
印
刷
、
フ
ォ
ー
ム
の
利
用
な
ど

費
用　

４
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
を
含
む
、
初
日
に
徴
収
）

※
ワ
ー
ド
中
級
、
エ
ク
セ
ル
中
級

コ
ー
ス
は
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
に
は

●お問い合わせ先が役場の場合、役場の電話番号は省略してあ
ります。

●申し込みの時間は、特に記載のない場合午前８時30分から午
後５時までです。

●申し込み方法の記載がない場合は原則当日受け付けです。

●役場あて郵便物に個別郵便番号を記載すれば役場の住所はい
りません。

難
し
い
内
容
で
す
。

と
こ
ろ　

い
ず
れ
も
町
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

対
象　

町
内
在
住
の
65
歳
以
下
で

そ
れ
ぞ
れ
の
受
講
レ
ベ
ル
を
満
た

し
て
い
る
人　

各
12
人
／
抽
選

申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に
希

望
の
コ
ー
ス
名
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、（
返
信
側
に
申
し

込
み
者
の
住
所
、氏
名
）を
記
入
し

て
、
１
月
４
日
（
金
）
ま
で
に
産
業

振
興
課「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」係
へ
郵

送（
締
め
切
り
日
必
着
）

産
業
振
興
課

内
線
２
８
５

労
政
担
当
FAX
（
７
４
）
２
８
３
３

ジ
ュ
ニ
ア
料
理
教
室

　

お
い
し
い
料
理
と
デ
ザ
ー
ト
を

作
ろ
う
。

と
き
・
内
容　

●
１
月
26
日
（
土
）

三
角
お
む
す
び
、
チ
ョ
コ
ケ
ー
キ
、

や
さ
い
ス
ー
プ
な
ど
●
２
月
３
日

（
日
）　

ハ
ム
ス
テ
ー
キ
、
ロ
ー

ル
パ
ン
、
プ
チ
・
ポ
パ
イ
な
ど　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ　

寒
川
町
公
民
館

対
象　

小
学
３
年
〜
中
学
生　

20

人
／
先
着
順

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
き
ん
、
ふ
き
ん

申
し
込
み　

12
月
22
日
（
土
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

寒
川
町
公
民
館

（
７
５
）

０
０
２
１
FAX
（
７
５
）
２
５
８
５

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
講
座

　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

12
月
21
日
（
金
）
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー

定
員　

10
人
／
先
着
順

講
師　

岡
村
悦
子
さ
ん　

ス
テ
ッ

プ
・
ア
ッ
プ
登
録
講
師

申
し
込
み　

12
月
10
日
（
月
）
か

ら
生
涯
学
習
課
へ
電
話
か
直
接

※
講
座
内
で
町
人
材
登
録
制
度
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課

内
線
５
３
２
生

涯
学
習
担
当
FAX（
７
５
）９
９
０
７

お
飾
り
講
習
会

　

手
作
り
の
お
飾
り
で
新
春
を
迎

え
ま
し
ょ
う
。

と
き　

12
月
15
日
（
土
）
●
１
回

目　

午
前
９
時
30
分
か
ら
●
２
回

目　

午
後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　

寒
川
総
合
体
育
館

持
ち
物　

花
ば
さ
み

費
用　

４
０
０
円
（
材
料
費
）

生
涯
学
習
課

内
線
５
３
３
生

涯
学
習
担
当
FAX（
７
５
）９
９
０
７
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南
部
生
涯
学
習
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　

運
動
不
足
解
消
の
た
め
に
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
で
楽
し
く
汗
を
か
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

１
月
13
日
、
27
日
、
２
月

10
日
、
24
日
、
３
月
９
日
、
23
日
、

４
月
６
日
、
20
日
の
日
曜
日
（
全

８
回
）
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

南
部
文
化
福
祉
会
館

対
象　

町
内
在
住
か
在
勤
の
人

15
人
／
先
着
順

講
師　

佐
藤
藤
雄
さ
ん　

南
部
生

涯
学
習
推
進
員
会
議
会
長

持
ち
物　

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、
ラ

ケ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、
運
動
の
で
き

る
服
装
で

※
ラ
ケ
ッ
ト
の
貸
し
出
し
あ
り
。

申
し
込
み　

12
月
18
日
（
火
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

小
・
中
学
校
非
常
勤
教
員
登
録

　

あ
な
た
の
教
員
免
許
を
生
か
し

ま
せ
ん
か
。

勤
務
内
容　

町
立
小
・
中
学
校
に

勤
務

勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
月
〜
金

曜
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２

時
30
分

賃
金　

時
給
１
９
５
０
円
以
上

（
平
成
19
年
度
実
績
）

※
勤
務
時
間
、
賃
金
は
任
用
条
件

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

登
録
資
格　

小
学
校
ま
た
は
中
学

校
の
教
員
免
許
を
持
っ
て
い
る
人

登
録
方
法　

履
歴
書
お
よ
び
免
許

状
の
写
し
を
持
っ
て
学
校
教
育
課

へ
直
接

採
用　

登
録
日
以
降
、
必
要
に
応

じ
て
面
接
に
て
採
用

学
校
教
育
課

内
線
５
２
３

学
事
担
当
FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

学
校
臨
時
職
員

　

４
月
か
ら
町
立
小
・
中
学
校
で

働
く
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種　

①
特
別
支
援
学
級
補
助
員

②
ふ
れ
あ
い
教
育
支
援
員

内
容　

①
特
別
支
援
学
級
在
籍
児

童
生
徒
の
補
助
②
特
別
な
配
慮
を

必
要
と
す
る
児
童
生
徒
の
学
習
生

活
支
援

対
象　

学
校
教
育
に
対
し
て
深
い

関
心
お
よ
び
熱
意
を
持
っ
て
い
て

心
身
と
も
に
健
康
か
つ
社
会
経
験

が
豊
富
な
人　

若
干
名

※
小
・
中
学
校
の
教
員
免
許
状
を

持
っ
て
い
る
人
が
望
ま
し
い
。

勤
務
時
間　

原
則
午
前
８
時
か
ら

４
〜
６
時
間
程
度

賃
金　

日
額
３
４
９
６
〜
５
９
０

０
円
程
度

勤
務
先　

町
内
小
・
中
学
校

申
し
込
み　

１
月
31
日
（
木
）
ま

で
に
履
歴
書
を
持
っ
て
学
校
教
育

課
へ
直
接

学
校
教
育
課

内
線
５
２
４

学
事
担
当
FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
な
ど
か
ら
や
っ
て
く
る
留
学

生
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

宿
泊
日　

１
月
12
日
（
土
）
〜
13

日
（
日
）
（
１
泊
２
日
）

申
し
込
み　

12
月
20
日
（
木
）
ま

で
に
さ
む
か
わ
国
際
交
流
協
会
下

條
へ
電
話
で

※
詳
細
に
つ
い
て
は
同
協
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

さ
む
か
わ
国
際
交
流
協
会　

下

條

（
７
３
）
５
５
７
８

埋火葬許可証交付など緊急の場合は、役場日直室で受け付けをしています。

町コミュニティバスの年末年始運休のお知らせ
　１２月２９日（土）から１月３日（木）までの間は運休します。新年は１月４日（金）より運行します。
　１月中は寒川神社周辺道路が、初詣でにより大変混雑することが予想されます。北ルート、東ルートとも定時運行
ができない場合がありますので、あらかじめご了承ください。
都市計画課 内線２７４都市計画担当

町の施設年末年始の業務
公共施設名 仕事納め 仕事始め

役　場
（74）1111 12／28(金)

午後５時15分
１／４(金)
午前８時30分健康管理センター

（74）1111

老人憩の家
（74）1711

12／28(金)
午後８時30分

１／５(土)
午前９時

さむかわ庭球場
（74）6330

12／28(金)
午後４時

１／４(金)
午前10時

寒川総合体育館
（75）1005

12／30(日)
午後９時

１／２(水)
午前９時

ふれあいセンター
（74）7715

12／28(金)
午後９時

１／４(金)
午前９時

福祉活動センター
（74）7622

12／28(金)
午後９時30分

１／４(金)
午前８時30分

公共施設名 仕事納め 仕事始め

クリーンセンター
（75）5547

12／28(金)
午後４時

１／４(金)
午前８時30分

寒川町公民館
（75）0021

12／28(金)
午後５時15分

１／４(金)
午前９時

町民センター　
（74）2333

南部文化福祉会館
（75）0281

北部文化福祉会館
（74）1515

寒川総合図書館
（75）3615 12／28(金)

午後７時
１／４(金)
午前９時寒川文書館

（75）3691
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骨
密
度
測
定

　

あ
な
た
の
骨
年
齢
は
何
歳
で
す

か
。
足
の
か
か
と
で
測
定
し
ま
す
。

と
き　

１
月
23
日
（
水
）
午
前
８

時
45
分
〜
11
時
45
分

と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
内
在
住
で
20
歳
以
上
の

人　

50
人
／
先
着
順

内
容　

超
音
波
に
よ
る
測
定
お
よ

び
栄
養
・
運
動
等
の
事
後
指
導

費
用　

５
０
０
円

申
し
込
み　

12
月
21
日
（
金
）
か

ら
健
康
課
へ
電
話
か
直
接

※
女
性
は
年
１
回
、
男
性
は
３
年

に
１
回
の
測
定
が
効
果
的
で
す
。

健
康
課

内
線
１
６
３
健
康
づ

く
り
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
簡
単
な
遊
び
を
し
ま
す
。

と
き　

12
月
22
日
（
土
）
午
後
２

時
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

寒
川
総
合
図
書
館

対
象　

小
学
校
低
学
年
以
下
の
子

ど
も寒

川
総
合
図
書
館

（
７
５
）

３
６
１
５
FAX
（
７
５
）
３
６
６
９

ち
い
さ
な
映
画
会

と
き　

12
月
15
日
（
土
）
午
後
２

時
か
ら

と
こ
ろ　

寒
川
町
公
民
館

上
映
（
時
間
）　

キ
ャ
ス
パ
ー
の

ク
リ
ス
マ
ス
（
80
分
）

寒
川
町
公
民
館

（
７
５
）

０
０
２
１
FAX
（
７
５
）
２
５
８
５

親
子
映
画
会

と
き　

12
月
22
日
（
土
）
午
後
２

時
か
ら

と
こ
ろ　

北
部
文
化
福
祉
会
館

上
映
（
時
間
）　

か
い
け
つ
ゾ
ロ

リ
（
50
分
）

北
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
４
）

１
５
１
５
FAX
（
７
４
）
７
４
０
５

お
は
な
し
広
場

　

紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
行
い
ま
す
。

と
き　

●
12
月
14
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
15
分
（
幼
児
向

け
）
●
15
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
（
小
学
生
向
け
）

と
こ
ろ　

南
部
文
化
福
祉
会
館

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

会
議
の
傍
聴
に
つ
い
て

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

〈
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
〉

　

寒
川
町
自
治
基
本
条
例
の
推
進

に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

と
き　

12
月
20
日
（
木
）
午
後
１

時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー
３
階
講

義
室

対
象　

町
内
在
住
か
在
勤
ま
た
は

在
学
の
人　

10
人
／
抽
選

申
し
込
み　

12
月
13
日（
木
）ま
で

に
町
民
課
へ
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

町
民
課

内
線
１
７
１
住
民

協
働
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
受
療
券
の
交
付

対
象　

●
４
月
１
日
現
在
で
、
町

内
に
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る
70

歳
以
上
の
人
（
昭
和
12
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
●
介
護

保
険
認
定
で
要
介
護
４
、
５
と
認

定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
人
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
家
族
（
４
月
１

日
現
在
の
認
定
に
よ
る
）

交
付
枚
数　

年
間
４
枚
（
自
己
負

担
あ
り
）

申
し
込
み　

本
人
か
同
居
の
家
族
、

ま
た
は
依
頼
を
受
け
た
地
区
の
民

生
委
員
児
童
委
員
が
対
象
者
の
印

鑑
を
持
っ
て
高
齢
介
護
課
へ
直
接

高
齢
介
護
課

内
線
１
５
６
高

齢
福
祉
担
当
FAX（
７
４
）５
６
１
３

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
・
縦
覧

〈
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
〉

　

こ
の
登
載
は
本
人
の
申
請
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。
申
請
書
は

農
業
委
員
を
通
じ
て
年
末
ま
で
に

各
農
家
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
の
資
格
が
あ

り
な
が
ら
、
申
請
書
が
届
か
な
い

人
は
１
月
10
日
（
木
）
ま
で
に
農

業
委
員
会
事
務
局
で
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
資
格
は
、

寒
川
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
昭

和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
次
の
①
ま
た
は
②
に
該

当
す
る
人
で
す
。

①
10
ア
ー
ル
（
１
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
）
以
上
の
農
地
を
耕
作

し
て
い
る
人

②
①
と
同
居
し
て
い
る
親
族
ま
た

は
配
偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね
60

日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人

農
業
委
員
会
事
務
局

内
線

２
８
３
FAX
（
７
４
）
２
８
３
３

〈
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の
縦
覧
〉

と
き　

２
月
23
日
（
土
）
〜
３
月

８
日
（
土
）

と
こ
ろ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

縦
覧
で
き
る
人　

農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
登
録
者

※
土
、
日
曜
日
に
縦
覧
を
希
望
す

る
場
合
は
事
前
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

内

線
５
６
０
FAX
（
７
４
）
９
１
４
１

　

こ
れ
ま
で
予
約
が
不
要
だ
っ

た
来
署
に
よ
る
税
務
相
談
を
よ

り
充
実
し
た
相
談
の
場
と
す
る

た
め
11
月
１
日
よ
り
事
前
予
約

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　

予
約
は
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
税
金
の
納
付
相
談
や
確

定
申
告
書
の
作
成
会
場
は
従
来

ど
お
り
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

藤
沢
税
務
署

０
４
６
６

（
２
２
）
２
１
４
１

藤
沢
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ



広報さむかわ　2007. 12.27

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

経
済
産
業
省
で
は
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
に
、
製
造
活

動
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

12
月
31
日
現
在
で
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　

12
月
中
旬
か
ら
知
事
が
任
命
し

た
統
計
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
調
査
票
の
内
容
は
、
統
計

法
に
基
づ
き
統
計
作
成
以
外
の
目

的
に
は
一
切
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

広
報
情
報
課

内
線
２
２
１
広

報
統
計
担
当
FAX（
７
４
）９
１
４
１

ク
リ
ス
マ
ス
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

と
き　

12
月
16
日
（
日
）
①
午
前

10
時
か
ら
②
午
後
１
時
か
ら

と
こ
ろ　

寒
川
総
合
体
育
館

対
象　

①
小
・
中
学
生　

６
人
／

先
着
順
②
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
初

心
者　

８
人
／
先
着
順

費
用　

①
５
０
０
円
②
１
５
０
０
円

持
ち
物　

は
さ
み
、
タ
オ
ル
、
ご

12月　

１日㈯

おはなし会（総合図書館）／親子でふれあう楽しいゲーム／
こども映画会／団塊の世代応援講座ボランティア活動入
門講座／クリスマスリース作り／おはなし図書館／こど
も囲碁・将棋教室／「夢はこぶ新幹線・夢ひらくまち」絵画
コンクール入賞作品展［～12日］

２日㈰

３日㈪ 子育て広場

４日㈫ １歳６か月児健康診査／人権週間［～10日］

５日㈬ がん集団検診／就学時健康診断（寒川小学校）／機能訓練
からだ

６日㈭ ７か月児相談／南部料理講座

７日㈮

８日㈯ おはなし会（総合図書館）／親子で楽しむ陶芸教室／クリ
スマスピアノコンサート／百人一首かるた教室／工作教室

９日㈰

10日㈪ 国保夜間納付相談［～14日］／就学時健康診断（南小学校）

11日㈫ 成人の健康診査／住みよい環境を守り育てるまちづくり
ポスター展［～26日］

12日㈬ 内臓脂肪燃焼セミナー／運動ボランティア体操教室

13日㈭ 環境講座／パッチワーク教室

14日㈮ おはなし広場／機能訓練ことば／食生活改善推進講座

15日㈯
おはなし会（総合図書館）／親子でも楽しめる折り紙教室／
ちいさな映画会／クリスマスのつどい／おはなし図書館／
こども囲碁・将棋教室／ちびっこクッキング教室／おは
なし広場／お飾り講習会

16日㈰ 国保休日納付相談／親子で楽しむ陶芸教室

17日㈪ 離乳食講習会

18日㈫ ３歳６か月児健康診査／こどもの心の相談

19日㈬

20日㈭ 英語で遊ぼう／あそびの広場／歳末火災特別警戒［～31日］

21日㈮ 英語で遊ぼう／ミュージックベル講座／育児相談／町立
小・中学校終業式

22日㈯ クリスマスおはなし会／親子映画会／ちびっこクラフト
教室

23日㈰ ちびっこ絵画教室 天皇誕生日

24日㈪  振替休日

25日㈫ 小学生伝承料理教室

26日㈬

27日㈭

28日㈮ 一之宮だるま市／町県民税第４期、清掃手数料定額制第
３期納付期限

29日㈯  休庁日

30日㈰  休庁日

31日㈪  休庁日

１日㈫  元日　休庁日

２日㈬  休庁日

３日㈭  休庁日

４日㈮ 国民健康保険料、保育料、介護保険料納付期限

　11月８日、さむかわ保育園で消防・救
急の体験学習が行われました。
　当日は救急車２台、消防車１台が同園
を訪れました。普段なかなか近くで見る
ことのない消防車や救急車を間近にし

て園児たちは大興奮。消防車や救急車に乗ったり、消
防服を着せてもらったりして、消防隊員気分を味わって
いました。

　今月号は、ナベさんの防犯指南を特集
しました。
　毎月その時期にあったテーマを、と内
容を検討します。そのたびに渡辺さんは、
町の管轄署である茅ヶ崎警察署にデー

タをもらったり、ホームページで資料を探したりしてこ
んなテーマはどうだろう、と提案してくれます。「もっと
防犯意識を持たないと、犯罪者が町中に入ってきてし
まう」と危機感を持ってパトロールに出ている渡辺さん
の思いが皆さんに伝わるとうれしいです。
　またこの時期はお酒を飲む機会が多いと思いますが、
飲酒運転は絶対にしないでくださいね。（Ｃ）

そ
の
他

そ
の
他

み
袋
、
持
ち
帰
り
用
の
袋

申
し
込
み　

12
月
10
日
（
月
）
ま

で
に
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

ひ
ま
わ
り　

小
林
ま
で
電
話
で

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
ひ

ま
わ
り
小
林
（
７
４
）０
０
５
４

　

広
報
さ
む
か
わ
お
し
ら
せ
版
11

月
号
８
㌻
夜
間
・
休
日
当
番
医
の

12
月
29
日
の
診
療
時
間
は
「
日
・

祝
」
の
誤
り
で
し
た
。

　

広
報
さ
む
か
わ
11
月
号
22
㌻

「
女
性
合
唱
団
」
は
「
女
声
合
唱

団
」
の
誤
り
で
し
た
。

　

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

1月
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／
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N
o
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７
５

北中米からの侵入者

　左の写真はクサガメといい、
寒川の川でもよく見られるカメ
です。
　大きさは約25センチメートル
で、外敵に襲われると後ろ足の

付け根から臭いにおいを出すことから「臭いカメ」と
呼ばれたことが名前の由来になっています。
　右下の写真はミシシッピアカミミガメといいます。
　大きさは約30センチメートルで、ペットショップ
でミドリガメとして売られている多くはこのカメの子
どもです。小ガメのときは色模
様が鮮やかですが、成長ととも
にくすんでしまいます。
　もともと北中米に生息してい
て、1950年頃からペットとし
て日本に輸入され始めましたが、
成長したカメを飼いきれなくなったり、病原菌を保有
しているという報道があったりして「捨てガメ」が多
くなりました。
　捨てガメたちは、日本の環境に適応し、今では日本
でよく見られるカメになりました。
　捨てられたカメに罪はありませんが、もともと日本
にいたクサガメにとっては、人間の都合で増えた捨て
ガメに生活の場所を奪われるのは迷惑な話のようです。
環境課 内線４２１環境保全担当FAX（７４）１３８５

寒川町食生活改善推進団体　石井 （７５）６３６８

豚肩ロース肉　250g／鶏もも肉　250g／卵　３個／
エビ　６尾／片栗粉　適量／酒　適量／生揚げ　１枚／
昆布（早煮昆布）　15㎝／ブロッコリー　0.5株
（A）ショウガ　１片／ニンニク　１片／酒　大さじ４／
酢　大さじ３／砂糖　大さじ２／しょうゆ　大さじ３／
水　適量／みりん　大さじ　１

①豚肩ロース肉と鶏もも肉は大きめの一
口大に切り、フライパンで両面きつね
色に焼いて、熱湯をかける。

②卵はゆでて殻をむく。
③エビは殻つきのまま片栗粉と酒でもみ、
水洗いをして、尾を残して殻と背わた
をとる。

④生揚げは熱湯をかけて油抜きをし、適
当な大きさに切る。

　昆布はさっと洗い５㎝位の角切りにす
る。

⑤①と②と④を鍋に入れ（Ａ）の調味料
と水をひたひたまで入れて、初め強火
で煮立ったら中火にして肉が柔らかく
なるまで煮る。

　焦げそうだったら途中で水を足す。
⑥煮汁を煮含めてエビを入れ、仕上げに
みりんを回しかける。

⑦彩りにブロッコリーをゆでて添える。

作り方

材料　６人分

◆
本
誌
は
資
源
保
護
の
た
め
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

１人分あたり363kcal・塩分1.1ｇ

五宝煮（おもてなしに）

人　口 4 7 , 5 9 4 人 （ 7人増）

世　帯 1 7 , 6 2 1 世帯 （ 2 5世帯増）
（　）内は前月との比較　

11月１日の人口と世帯

●町公式ホームページ
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp

●携帯電話用ホームページ
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp/imodo/index.html

おいしく楽しく健康に

　おじいちゃんおばあちゃんと孫、一家の写真も募集しています。
　写っている人の名前、年齢、住所、応募者の連絡先とコメントを
記入して、広報情報課まで郵送か持参またはメールしてね。
photo@town.samukawa.kanagawa.jp

みんなの写真館

お正月にぜひ
作ってみてくださいね。

左　根本　敦子さん（宮山）
　　根本　和輝ちゃん（１歳６カ月）（宮山）
　　根本　春輝ちゃん（３歳）（宮山）
右　立脇　めぐみさん（宮山）
　　立脇　咲翔ちゃん（１歳６カ月）（宮山）

サークル
仲間です


